
No.1中学校第３学年 数学 教材配当表

（配当時間） 配当時間 印刷
第 １ 時 第 ２ 時

（ ）

P回
＜ページ＞ ＜ページ＞ 用

１ １．平方根 （ ／ ） １ 平方根 ／ ３1 12 2 12． （ ）

平方根( ) ＜ ～ ＞ 平方根( ) ＜ ～ ＞1 p.4 p.5 2 p.6 p.7

２ １．平方根 （ ／ ） １ 平方根 ／ ４3 12 4 12． （ ）

平方根の大小 ＜ ～ ＞ 素因数分解 ＜ ～ ＞p.8 p.9 p.10 p.12

３ １ 平方根 ／ １ 平方根 ／ ５． （ ） ． （ ）5 12 6 12
根号をふくむ式の乗除( ) ＜ ～ ＞ 根号をふくむ式の乗除( ) ＜ ～ ＞1 p.13 p.14 2 p.14 15

４ １ 平方根 ／ １ 平方根 ／ ６． （ ） ． （ ）7 12 8 12
根号をふくむ式の乗除( ) ＜ ～ ＞ 根号をふくむ式の乗法( ) ＜ ～ ＞3 p.15 16 4 p.16 17

５ １．平方根 （ ／ ） １ 平方根 ／ ７9 12 10 12． （ ）

分母に根号がある数の変形 ＜ ＞ 平方根のおよその値 ＜ ＞p.18 p.19

６ １ 平方根 ／ １ 平方根 ／ ８． （ ） ． （ ）11 12 12 12
根号をふくむ式の加減 ＜ ～ ＞ 根号をふくむ式の四則計算 ＜ ～ ＞p.20 p.21 p.23

７ ２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／ ９． （ ） ． （ ）1 16 2 16
多項式の計算 ＜ ～ ＞ 多項式と単項式の乗除 ＜ ～ ＞p.28 p.29 p.30 p.31

3 16 4 16 10８ ２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

多項式の乗法 ＜ ～ ＞ 乗法公式 ＜ ～ ＞p.32 p.33 p.34 p.36

5 16 6 16 11９ ２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

和と差の積 ＜ ～ ＞ いろいろな式の展開( ) ＜ ～ ＞p.36 p.37 1 p.38 p.39

10 7 16 8 16 12２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

いろいろな式の展開( ) ＜ ～ ＞ いろいろな式の展開( ) ＜ ＞2 p.39 p.40 3 p.41

11 9 16 10 16 13２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

因数分解 ＜ ＞ 共通因数 ＜ ＞p.42 p.43

12 11 16 12 16 14２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

公式を利用する因数分解( ) ＜ ～ ＞ 公式を利用する因数分解( ) ＜ ～ ＞1 p.44 p.45 2 p.45 p.46

13 13 16 14 16 15２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

いろいろな因数分解 ＜ ～ ＞ 式の計算の利用( ) ＜ ～ ＞p.47 p48 1 p.49 p.50

14 15 16 16 16 16２ 多項式 ／ ２ 多項式 ／． （ ） ． （ ）

式の計算の利用( ) ＜ ＞ 基本の問題他 ＜ ～ ＞2 p.51 p.52 p.53

15 1 12 2 12 17３ ２次方程式 ／ ３ ２次方程式 ／． （ ） ． （ ）

２次方程式 ＜ ～ ＞ 因数分解を利用した解き方（１） ＜ ～ ＞p.56 p.58 p.59 p.60

16 3 12 4 12 18３．２次方程式 （ ／ ） ３ ２次方程式 ／． （ ）

因数分解を利用した解き方（２） ＜ ＞ 平方根の考え方を使った解き方 ＜ ～ ＞p.61 p.62 p.63

17 5 12 6 12 19３ ２次方程式 ／ ３ ２次方程式 ／． （ ） ． （ ）

の形に変形して解く方法 ＜ ＞ 基本の問題 ＜ ～ ＞p.64 p.65 66

18 7 12 8 12 20３ ２次方程式 ／ ３ ２次方程式 ／． （ ） ． （ ）

２次方程式の利用（１） ＜ ＞ ２次方程式の利用（２） ＜ ＞p.67 p.68

19 9 12 10 12 21３ ２次方程式 ／ ３ ２次方程式 ／． （ ） ． （ ）

２次方程式の利用（３） ＜ ～ ＞ 章の問題 ＜ ～ ＞p.69 p.70 p.71 p.72

20 11 12 12 12 22３ ２次方程式 ／ ３ ２次方程式 ／． （ ） ． （ ）

の形の公式 ＜ ～ ＞ の形の公式 ＜ ＞p.73 p.74 p.752 0ax bx c+ + =2 0x px q+ + =

( )2x + =� �



No.2中学校第３学年 数学 教材配当表

配当時間 （配当時間） 印刷
第 １ 時 第 ２ 時

（ ）

P回
＜ページ＞ ＜ページ＞ 用

21 1 10 2 10 23４．関数 ／ ４．関数 ／（ ） （ ）

関数 ＜ ～ ＞ 関数 ＜ ～ ＞p.76 p.77 p.78 p.79

22 3 10 4 10 24４．関数 （ ／ ） ４．関数 ／（ ）

のグラフ ＜ ～ ＞ のグラフ ＜ ～ ＞p.80 p.82 p.83 p.85

23 5 10 6 10 25４．関数 ／ ４．関数 ／（ ） （ ）

＜ ～ ＞ 変化の割合( ) ＜ ～ ＞のグラフの特徴 と の変域x y p.86 p.88 1 p.89 p.90

24 7 10 8 10 26４．関数 ／ ４．関数 （ ／ ）（ ）

変化の割合( ) ＜ ～ ＞ ＜ ～ ＞2 p.91 p.92 p.93 p.94一次関数との比較 関数 の利用・

25 9 10 10 10 27４．関数 （ ／ ） ４．関数 ／（ ）

グラフの利用 ＜ ～ ＞ 基本問題 ＜ ～ ＞p.95 p.97 p.98 p.99

26 1 16 2 16 28５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

相似な図形 ＜ ～ ＞ 相似な図形の性質 ＜ ～ ＞p.100 p.103 p.103 p.104

27 3 16 4 16 29５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

相似比（比の性質） ＜ ～ ＞ 三角形の相似条件 ＜ ～ ＞p.105 p.107 p.108 p.110

28 5 16 6 16 30５．相似な図形 （ ／ ） ５ 相似な図形 ／． （ ）

三角形の相似条件の利用( ) ＜ ＞ 三角形の相似条件の利用( ) ＜ ＞1 p.111 2 p.112

29 7 16 8 16 31５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

三角形の相似条件の利用( ) ＜ ＞ 基本の問題 ＜ ＞3 p.113 p.114

30 9 16 10 16 32５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

平行線と比 ＜ ～ ＞ 三角形と比( ) ＜ ～ ＞p.115 p.116 1 p.116 p.117

31 11 16 12 16 33５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

三角形と比( ) ＜ ～ ＞ 中点連結定理( ) ＜ ＞2 p.118 p.119 1 p.120

32 13 16 14 16 34５ 相似な図形 ／ ５．相似な図形 （ ／ ）． （ ）

中点連結定理( ) ＜ ＞ 平行線と比( ) ＜ ～ ＞2 p.121 1 p.122 p.123

33 15 16 16 16 35５ 相似な図形 ／ ５ 相似な図形 ／． （ ） ． （ ）

平行線と比( ) ＜ ～ ＞ 基本の問題 ＜ ～＞2 p.124 p.125 p.126

34 1 12 2 12 36６ 三平方の定理 ／ ６ 三平方の定理 ／． （ ） ． （ ）

三平方の定理 ＜ ～ ＞ 三平方の定理の証明 ＜ ～ ＞p.130 p.131 p.132 p.133

35 3 12 4 12 37６ 三平方の定理 ／ ６．三平方の定理 （ ／ ）． （ ）

三平方の定理を使って ＜ ＞ 三平方の定理の逆 ＜ ～ ＞p.134 p.135 p.136

36 5 12 6 12 38６ 三平方の定理 ／ ６ 三平方の定理 ／． （ ） ． （ ）

＜ ～ ＞ 円への応用及び二点間の距離 ＜ ～ ＞平面図形への応用（三角形や四角形） p.138 p.139 p.140 p.141

37 7 12 8 12 39６ 三平方の定理 ／ ６ 三平方の定理 ／． （ ） ． （ ）

空間図形への応用（直方体の対角線） ＜ ＞ 円錐や角錐の体積 ＜ ＞p.142 p.143

38 9 12 10 12 40６ 三平方の定理 ／ ６ 三平方の定理 ／． （ ） ． （ ）

いろいろな問題への応用( ) ＜ ＞ いろいろな問題への応用( ) ＜ ＞1 p.144 2 p.145

39 11 12 12 12 41６ 三平方の定理 ／ ６．三平方の定理 （ ／ ）． （ ）

基本の問題 ＜ ＞ 章の問題 ＜ ＞p.146 p.147

40 1 2 2 2 42巻末問題 ／ 巻末問題 ／（ ） （ ）
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1１．平方根 （１／１２）

目標 （１）いろいろな面積の正方形を方眼上にかき，その１辺の長さを実測し、有限小数でない少数があることを理
解する。

（２）２乗して２になる数を考える。
準備 定規（可能ならば）電卓，可能であれば教科書７ページをコピーしたＯＨＰシート（黒板に拡大し説明するため），

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

，１①罫線に沿った正方形だけではなく

傾いた正方形も積極的にかかせる。

できればパソコン等を使って，１辺が

方眼用紙（ ）上に大小さまざまな面積の正方形を書く に沿っていない正方形を見せる。１ 罫線p.5
１②正方形どうし重なってかいても区

「方眼用紙（ ）上に面積が１ ４ ２ ５ の正方形を定規を使って 別できれば可とする。p.5 á á á á， ， ，
と書きましょう 」 １③追加した２つの正方形は○○，○。 オ カ

。 （ ）「 上にほかの面積の正方形を つ、定規を使って書きましょう」 し表に追加して書かせる 分方眼用紙（ ）p.5 2 15
２ 方眼用紙（ ）上にかかれた正方形の１辺の長さを小数第一位まで定規で測る。 ２①教科書４ページの表は，黒板にも書き，生p.5

徒といっしょに埋めていく。「 ， （「 」方眼用紙上にかかれた正方形の１辺の長さを定規で測り 教科書４ページ③の表 １辺の長さ

（ 分）の欄）を埋めていきましょう」。 25
３ ２乗して２になる数”が整数でも，有限小数でもないことを知る。 ３①小数第一位の数値は，おおよそのもの

とする。

３②１辺の長さを２乗するときには，電卓を学

『１ｃｍです 『１.４ｃｍです 『１.５ｃｍです 『２ｃｍです』 校で用意するなり，家庭から持参させるなど。』 。』 。』 。

「１.４＝１.９６，１.５＝２.２５だから，１.４と１.５の間に面積が２ｃｍ して，電卓を使わせて算出させる。
２ ２ ２

があることが分かりますが，本当はいくつでしょう （ 分）になる正方形の１辺の長さ 40
」か。

『１４１ｃｍです 『１４２ｃｍです』 ３③ と の２乗を電卓. . 1.4142135 1.4142136。』 。

、 、で計算しこの２数の間にあることを確認し

無限に続く少数があることを確認する。

（ ）50分

（２／１２）１．平方根
目標 （１）平方根の意味を理解する。

（２）根号を使って平方根を表現でき，簡単な計算ができるようになる。
準備 （可能ならば）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 平方根の意味を理解する。

１①何かを２乗して９になる数を考えさせ

る。

１② と「３を２乗すると９になるので，３は９の平方根といいます。９の平方根には

の違いを確認する。もう一つありますが，どんな数か分かりますか」。

『―３です』 １③０以外で，平方根には正の数と負の数。

の２つがあることを強調する。「例１を説明します」。

(15分）「たしかめ１をやりましょう」。

１ 正の数には平方根が２つあって、絶対値が等しく、符号が異なる。 ２① の平方根

２ ０の平方根は０だけである が正の数のとき、 の２つの平方根は

（←正のほう）２ 根号を使わないと，表現できない平方根があることを理解する。

「例２を説明します」 （←負のほう）。
「たしかめ２をやりましょう」。

（ ）３ 簡単な根号の計算に慣れる。 30分
「例３を説明します」 ３① を正の数とすると。

「たしかめ３をやりましょう」。

③

。 （ ）「問１をやりましょう」 分40
。 （ ）「問２をやりましょう」 分50

( 3) ( 3)= − × −2( - 3)

3 3= − ×2-3

a

a−

a

a
( )2a a=

( )2a a− =

a
a

( ) ( ) ( )27 7 7 49 7− = − × − = =

の問題をやってみましょうＱ

であるとき、 を の平方根という。
2x a= x a

面積が１ｃｍ の正方形の１辺の長さは１ｃｍです。面積が４ｃｍ の正方２ ２

形の１辺の長さは２ｃｍです。それでは面積が２ｃｍ の正方形の１辺の２

長さは何ｃｍでしたか。

１.４１を２乗しても，１.４２を２乗しても２にはなりませんが，１.４

１と１.４２の間にある数であることは分かります。



2１．平方根 （３／１２）

平方根の大小を理解する。目標 （１）
準備 （可能ならば）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ ２つの根号がついた数の大小を理解する。

「教科書の説明（p.8/2～8）で， であることを理解しましょう」 １①たとえば，黄色の正方形の面積が５である。

ことから，1辺の長さが であることがわ

かる。， が正の数で、 ならば

（ ）10分
２ 根号がついた数と自然数の大小を理解する。

「例 を説明します」4 。

（ ）「たしかめ４をやってみましょう」。 25分
「問 をやってみましょう」 ２①問３の③では と答える3 。

生徒が多い。 ， ， の順序を大

３ の値について考える。 きい順、または小さい順に並べ変えて書

「教科書（p.9/1～4）を説明します」 ことを指導する。 く

（35分）「問 をやってみましょう」4 。
３①根号キーを付いていない電卓の場合に
は，問５を省略してもよい。「問 をやってみましょう」5 。

４ この時間の要点を振り返る。
（45分）

「 基本の問題１，２，３の問題をやりましょう。やり残した問題はp.12
宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

（４／１２）１．平方根
目標 （１）素因数分解を理解する。
準備 （可能ならば根号キーの付いた）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ 因数，素数の意味を理解する。

「１６９をそれより小さい自然数の積で表してみましょう」 ：整数、 ：自然数。

のとき

を の因数という。『１９６＝２×９８です』 『１９６＝４×４９です』。 。

『１９６＝２×２×７×７です』 『１９６＝１４×１４です』。 。

「したがって、１９６は１４の２乗である」。
素数は、１とその数の異なる２つの約数を

「たしかめ５をやってみましょう」 持ち、ほかに約数がない数をいう。。

「例５を説明します」。
（20分）

２ 自然数の素因数分解を理解し，素因数分解ができるようになる。

「例６を説明します」。

「問６をやってみましょう」。

（ ）「例７を説明します」。 30分
例７にならって，２８を素数の小さい方（２→３→５→７→・・・）から
順に割っていき，素因数分解してみましょう。

素数である因数を素因数といい、自然数を
「たしかめ７をやってみましょう」 素因数の積に分解することを素因数分解と。
「問７をやってみましょう」 いう。。

。 （ ）「例８を説明します」 分40
６３を素因数分解します。
６３＝３×７ ←平方の形にするには７が足りないことがわかる。２

２ ２ ２６３×７＝３×７×７＝(３×７) ＝２１
。 （ ）「問８をやってみましょう」 分50

2 5<

5

5

2 3 5< >

2 3 5

a b a b<
a b<

n ,a b
n a b= ×
,a b n



（５／１２） ３１．平方根
目標 （１）根号をふくむ式の乗除について理解する。－１－
準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ であることを確かめる。 １①電卓がなければ， ，

，

の数値を使う。

『 ， です』。

『 です』 １②ここでは有効数字のことを考えずに。

すすめる。

『 です』。

「電卓で の値と の値を求めてもらいましたが，何か気付きませんか」。

『最後の数字だけ違って，あとは全部同じです』。

「どうやら の計算は正しいようですが，さらに正しい

ことを証明してみましょう」。
「教科書(p.15/11～p.15/19)を説明する」。

（25分）

２ であることを確かめる。

２①“ であるとき， を の

平方根である”ことを復習しておく。

『 です』 ２②“ が正の数ならば。

「すなわち であることから， は の正の平方根であることがわ である”

ことを復習しておく。

かるので となります」。

３ この時間の要点を振り返る。 （50分）

（６／１２）１．平方根
目標 （１）根号をふくむ式の計算の乗除について理解する。－２－

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ， の計算ができる。

「たしかめ１をやりましょう」 （25分）。

（35分）

２ の計算に慣れる。 ２①ノートには，答えだけ書くことのない

「たしかめ２をやりましょう」 ように，与式，計算過程，。
３ この時間の要点を振り返る。 答えをきちんと書くように指導する。
「問１及び、基本の問題（２２ページ）の１の問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」 （50分）。

5 2 5× = ×2 1.414=2

2.236=5 3.162=10

1.414213562=2 2.236067977=5
1.414213562 2.236067977 3.162277658× =

3.16227766=10

2 5× 10

5 2 5 10× = × =2

2
5

=
2

5

2x a= x a

2

2

2 2 ( 2) 2
55 5 ( 5)

×
= =

×
a

22 2( )
55

=
2
5

2
5

2( )a a=

2 2
55

=

b ab=a
a a

bb
=

2a b a b=

の値を電卓を使って求めてください。10

， の値を電卓を使って求めてください。さらにそれらを掛け

合わせて， の値を出してください。

2 5

2 5×

。この後の計算を続けてください
22 2 2 2 2( )

5 5 5 5 5
×

= × =
×

例１にならって， ， の計算に慣れましょう。b ab=a
a a

bb
=

例２にならって， の計算に慣れましょう。2a b a b=



（７／１２） ４１．平方根
目標 （１）根号をふくむ式の計算や数の変形ができる。―その２―

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ の計算に慣れる。

「まず18を素因数分解しましょう」。

『１８＝２×３×３です』。

「つまり となり １① ， ，

ます。 も同様です」 素因数分解の意味，仕方を確認しておく。。

「たしかめ３をやってみましょう」。

２ の計算に慣れる。 （25分）

２① であることを確認して

「問３をやってみましょう」 おく。。
（40分）

３ この時間の要点を振り返る。
「基本の問題（２２ページ）の２，３の問題を宿題にします。次回までにやってお

きなさい」 （50分)。

（８／１２）１．平方根
目標 （１ “分母に根号がある数”を変形によって“分母に根号がない数”にする方法を理解する。）
準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ であることを確かめる。

１①有効数字のことは無視して答えさせる。

『 です』。

。 （ ）「電卓で の値と の値を求めてもらいましたが，何か気付きませんか」 10分

『数値が一致しています』。

「どうやら の計算は正しいようですが，その理由は，次のように分母

と分子に をかけると分かります。 」 （35分)

２ 分母に根号がある数の変形の仕方を理解する。
「例７をみて，分母に根号がない数に変形する方法を理解しましょう」。

（50分)

2a b a b=

2 218 3 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2= × × = × = × = × = ab a b= × 2a a=

108

2

a a
b b

=

a a
b b
=

1 2
22

=

÷1.414213562 2=0.707106781

1
2

2
2

2
2

=
1

2

2
1 2 2

22 2
= × =

1

2

1.414213562=2

1 1.414213562 0.707106781÷ =

。根号の中の数はできるだけ小さい自然数にしておかなければなりません

例３でその計算方法を理解しましょう。

根号の中の数が分数や小数の場合もあります。その計算方法を例４で理解し

ましょう。

の値を電卓を使って求めてください。さらにその値を使って， の

値を出してください。

2
1
2

の値を電卓を使って求めてください。
2
2

例７にならって，問５，６をやりましょう。



5１．平方根 （９／１２）

目標 （１ “根号の中の小数点の位置”と“その数の平方根の小数点の位置”との関係について理解する。）
（２）根号をふくむ式の乗法ができるようにする。

準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ の値と比較しながら ， ， ， の値を電卓

で求め，小数点の位置を確認する。

１①左のような表を黒板に書いて，平方根の
値を生徒に答えさせながら，小数点を揃
えて書いていく。

（10分）

（30分）

『根号の中の数を100倍すると，平方根の値は10倍， 倍にすると，平方

根の値は 倍されている』

「問７，たしかめ６をやってみましょう」。
（40分）

「問８をやってみましょう」 ２①“根号の中の数の小数点の位置が２けたず。
れるごとに，その数の平方根の小数点の位置

２ この時間の要点を振り返る。 は，同じ向きに１けたずつずれる”。
50分)（

（１０／１２）１．平方根
目標 （１）根号をふくむ式の加減について理解する。
準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ であることを確かめる。

『 』

『 』

「電卓で の値と の値を求めてもらいましたが，何か気付きませんか」。

『数値が一致していません』。

「どうやら とはできないようです」。

２ 根号をふくむ式の加減法は同類項をまとめる方法と同じようにできることを知る。
「根号をふくむ式の加法，減法では，根号の中が同じ数どうしをまとめます」。

（ 分）25

２①同類項をまとめる計算を復習する。
『一致します』。

「 の計算は，同類項をまとめるのと同じように計算できることが分かります」。

「時間が来るまで，たしかめ１とたしかめ２をやってみましょう。残りは宿題にします」 （50分）。

5 2 5+ ≠ +2

2 5 1.414213562 2.236067977 3.650281539+ = + =

7 2.645751311=

2 5+ 7

2 5 2 5+ = +

3 2+5 2

2 20000 200 0.02 0.0002

1
100

1
10

例１の１で， と のそれぞれの値を電卓で計算してみまし

ょう

3 2+5 2 8 2

として良いかどうか，まず と

をそれぞれ電卓で計算してみましょう

2 5 2 5+ = + 2 5+ 7

次の表を電卓を使って完成させなさい。そして小数点の位置がどのように

変化したか答えなさい。

平方根の値

20000

200

2 1.414213562

0.02

0.0002



6１ 平方根． （ ）１１／１２

目標 （１）根号をふくむ式の加法に慣れる。―その１―
準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ 根号の中を簡単な数にしてから計算する。

「たしかめ３をやってみましょう」。

２ 分母に根号がない数に変形したから計算する。

（15分）

「問３をやってみましょう」。

３ 分配法則を使って根号をふくむ式を計算する。。

（35分）

「問４をやってみましょう」。

（40分）
４ この時間の要点を振り返る。
「問２及び基本の問題（２２ページ）の４、５の問題を宿題にします。
次回までにやっておきなさい」。

（50分）

（１２／１２）１．平方根
目標 （１）問題を解きながら平方根についての意味，計算を復習する。
準備 （可能ならば根号キーの付いている）電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ “章の問題A”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

（5分）

「２番目の問題を解きましょう」。

（15分）
「３番目の問題を解きましょう」。

（25分）
「４番目の問題を解きましょう」。

「５番目の問題を解きましょう」 （40分）。

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。

（50分）３ 時間に余裕のある生徒は、数学の窓や発展問題をやらせる。

例３にならって， の計算に慣れましょう。
2 2a b c b+

例４にならって， の計算に慣れましょう。
ca
b

+b

例５にならって， の計算に慣れましょう。( )a c+b

この時間は，演習の時間にします。



7２ 多項式． （ ）１／１６

目標 （１）文字式を使うと一般的な場合を表すことができることを理解し，文字式を利用しようとする。
（２）分配法則を確認する。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ Ｑを考えて見ましょう

１①この段階では，直感で答えさせ
る。

『①です 『②です 『③です 『同じです 』 １②円周の求め方を復習しておく。。』 。』 。』 。
方眼紙の１目盛りを１として、①の赤い線の長さを求めましょう。

半円ＡＣ＋半円ＢＣ
（5分）

②の赤線の長さを求めましょう。
半円ＡＣ＋半円ＢＣ

。③の赤線の長さを求めましょう
半円ＡＣ＋半円ＢＣ

※点Ｃが線分ＡＢのどの位置にきても、赤い線の長さは変わらない。

２ 線分ＡＢを直径とする半円の長さ（青い線の長さ）を求めましょう。 （ 5分）3
青い線の長さ

①で調べたように、赤い線と青い線の長さは同じである。

ＡＣ＝ａ、ＢＣ＝ｂとします。
赤い線の長さ

青い線の長さ

３ 点Ｃが線分ＡＢのどの位置にきても、赤い線の長さは線分ＡＢを直径とする
半円と同じであることを、説明しましょう

（50分）
４ 時間に余裕があれば、正方形でも調べてみましょう。

（２／１６）２．多項式
目標 （１）単項式×多項式，多項式×単項式の計算ができるようにする。

（２）多項式÷単項式の計算ができるようにする。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ○，○における青い線と赤い線の長さが等しいことを式から確認する。 １①（正負の数における）分配法則ア イ

○の場合の青い線は 赤い線は です （１年）を復習しておく。『 ， 。』ア

○の場合の青い線は 赤い線は です １②２つの式が等しいことを示すの『 ， 。』イ

「教科書の３０ページで式を用いて，青い線と赤い線の長さが等しい に分配法則が用いられていること
ことを確かめましょう 」 に着目させる。。

２ 単項式×多項式，多項式×単項式の計算ができるようにする （20分）。
多項式 （２年） と２① 単項式 ““ ” ”

いう用語について復習しておく

（30分）「問１をやってみましょう 」。

式÷単項式の計算ができるようにする。３ 多項

「問２をやってみましょう 」 （40分）。

４ ３①残りは宿題にする。

この時間の要点を振り返る。
「この時間に遣り残した問題と基本の問題（３８ページ）の１の問題を宿題 （50分）
にします。次回までにやっておきなさい」

( ) ( )a b a b+ + + ( ) ( )a a b b+ + +

( ) 2a bπ × + ÷ 2 2a bπ π× ÷ + × ÷

① ② ③を見て長いのはどれですか？。

， ， 。例１にならって 単項式×多項式 多項式×単項式の計算をやってみましょう

例２にならって，多項式÷単項式の計算をやってみましょう。

1 12 6
2 2

3

4

π π

π π

π

= × + ×

= +

=

1 14 4
2 2
2 2

4

π π

π π

π

= × + ×

= +

=

1 15 3
2 2
5 3
2 2
4

π π

π π

π

= × + ×

= +

=

1 8
2
4

π

π

= ×

=

1 1 1 ( )
2 2 2

a b a bπ π π= + = +

1 ( )
2

a bπ= +



8２ 多項式． （ ）３／１６

目標 （１）簡単な四則の混じった計算ができる。
（２）多項式×多項式の計算ができる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ 簡単な四則の混じった計算に慣れる。 １①“四則 （１年）という用語につい”

て復習しておく。

「問３をやってみましょう 」。
２ “多項式×多項式” の計算に仕方を考える。

『 です 』 『 です 』。 。

『 です 』 『 です 』。 。

２① として，既習の分配

法則を使って計算する。

「ｐ．３２／６～１３をよく読んで， の計算が分配法則を使って

できることを理解し，問１をやってみましょう 」 （35分）。

３ 多項式×多項式の計算に慣れる。

「たしかめ１をやってみましょう 」 ３① “展開する”という用語に慣れさ。
せる。

３② 例１は分配法則を使って，過不足
なく
残らずかけ合わせる展開である。

「たしかめ２をやってみましょう 」。
「問３をやってみましょう 」。

４ この時間の要点を振り返る。 ３③ 例２，３は分配法則で展開し，同
類項をまとめる。

（40分）
「この時間にやり残した問題と問２、基本の問題（４１ページ）の３，４，５，の
問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい 」 （50分）。

（４／１６）２．多項式
目標 （１）公式 を使って式を展開できるようになる。

（２）公式 を使って式を展開できるようになる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ を展開したとき， の項と定数項の係数の成り立ちを考える。

（10分）

『 の項の数は ，定数項の係数は です 』 ２①問１の図は， の面。

２ 公式 を使って式を展開できるようになる 積が， ， ， ， の４つ。

「問１の左辺を分配法則を使って展開し，右辺と等しいことを確かめなさい 」 の面積を合計であることを説明し。

『 です 』 ている。。

「例１，２を説明します。見ていてください 」。
②乗法公式を使って展開する方法に慣
れるまでは，途中の計算もノートに
書くように指導する。なお個人差も
あるが、目安としては因数分解の学

「問２をやってみましょう 」 習に入るまでとする。。

３ 公式 を使って式を展開できるようになる。 ③ゆっくり丁寧に公式の使い方を説

明する。
（35分）

④ゆっくり丁寧に公式の使い方を説
明する。

「例３，４を説明します。見ていてください」 （50分）
「たしかめ３をやってみましょう 」 ※この時間にやり残した問題は宿題に。

ac bc ad bd+ + + ( ) ( )a b c a c d+ + +
( ) ( )a c d b c d+ + + ( )( )a b c d+ +

c d M+ =

( )( )a b c d+ +

2( )( ) ( )x a x b x a b x ab+ + = + + +
2 2 2( ) 2x a x ax a± = ± +

( )( )x a x b+ + x

x a b+ ab ( )( )x a x b+ +
2( )( ) ( )x a x b x a b x ab+ + = + + + 2x ax bx ab

2( )( )x a x b x bx ax ab+ + = + + +

2 2 2( ) 2x a x ax a± = ± +

p.３１の例３にならって，簡単な四則の混じった計算に慣れましょう。

公式を使った の展開の仕方を理解しましょう。( )( )x a x b+ +

公式を使った の展開の仕方を理解しましょう。2( )x a±

Qの問に答えて，どんなことが分かりますか。

の問題を考えてみましょう。長方形の面積を表す式をａ，ｂ，ｃ，ｄを使ってQ

つくってみましょう。

例３にならって，展開の仕方の理解を深めましましょう。

例１にならって，式の展開の仕方を理解しましょう。

例２にならって，式を展開し，同類項をまとめましょう。



9２．多項式 （５／１６）

目標 （１）公式 を使って式を展開できるようになる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ の展開を理解する

『上図の黄緑部分の面積は， です』 １①赤い部分の長方形は，縦が ，横が。

『下図の黄緑部分の面積は，正方形の面積 から橙色の正方形の面積 をとったもので， であることを確認する。

上の図と等しいから です』 （10分）。

「このことを文字式の計算で示しましょう」。

「公式 で， の代わりに とおいて １② とならない

を導いてみましょう」 ように注意する。。

（20分）
１③ここでは乗法公式を使って式を展開す
る学習なので，

「例５を説明します」 としないよ。

「たしかめ４をやってみましょう」 うに指導する。。
（35分）

２ 乗法公式のまとめ。
２①ここで乗法公式を用いた展開を数多く
こなしておけば，後の因数分解の学習を比較
的スムーズにこなすことができる。したがっ
て，可能な限りワークブックや
教師用指導書に載っている類題などをより多
く与える必要がある。

「この時間に残った問題及びやってみようを宿題にします。 （50分）
次回までにやってきなさい」。

（６／１６）２．多項式
目標 （１）やや複雑な式の展開に慣れる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 単項式を１つの文字におきかえて，乗法公式を利用する展開について考える。

１①

「38ページ6行目から8行目橙色の所までを板書する」 と計算する生徒には，乗法公式が使えるよ（ ）
うに指導する。

「問 をやってみましょう」 （10分）6

① 』『

１②説明を加えながら板書する。

「38ページ13行目の所を板書する」（ ）

「問７をやってみましょう」。

（30分）例７にならって、問８をやりましょう。

２ この時間の要点を振り返る。 （40分）
「残った問題を宿題にします。次回までにやってきなさい」。

２①教科書のように途中の計算もきちんと
ノートに書くように指導する。

（50分）

2 2( )( )x a x a x a+ − = −

( )( )x a x a+ −

( )( )x a x a+ − x a+
2x 2a x a−

2 2( )( )x a x a x a+ − = −

2( )( ) ( )x a x b x a b x ab+ + = + + + b a− 2 ( )x a a x a a+ − + −
2 2( )( )x a x a x a+ − = −

2 6 6 6 ( 6)x x x− + + × −

(2 1)(2 3)x x+ +

2 2 2 3 2 1 3 1x x x x= × + × + × + ×

（36ページ右の）図の意味を考えてみよう。

の展開で は ，とおきかえ，乗法公式，

を使って展開してみましょう。

2(2 3 )x y− 3y a=2x x=

の展開で は，とおきかえ，乗法公式を使

って展開してみましょう。

(2 1)(2 3)x x+ + 2x A=

公式を使った の展開の仕方を理解しましょう。( )( )x a x a+ −

( ) ( )

( )

( )

( ) ( )

2

2 22

2 22

2 2

( )

2

2

x a x b x a b x a b

x a x a x a

x a x a x a

x a x a x a

+ + = + + +

+ = + +

− = − +

+ − = −

 乗 法 公 式

 1  

 2  　

 3  　　

 4  　

( )( ) ( )( )3 4 3 2 4 2x x A A L− − = − − =



10２ 多項式． （ ）７／１６

目標 （１）乗法公式を使って、根号をふくむ式の計算をする
乗法公式を使って展開し，さらに同類項をまとめる計算に慣れる

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 乗法公式を使って展開し，さらに同類項をまとめる計算に慣れる。

(15分)
「問９をやってみましょう」。

根号をふくむ式を乗法公式を使って計算する。２

(25分)

「問１０をやってみましょう」。

(45分)
３ 「教科書Ｐ１８９ 補充問題１．２．３をやってみましょう」

(50分)

「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

（８／１６）２．多項式
目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “基本の問題”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」 (10分)。

「２番目の問題を解きましょう」 (20分)。

「３番目の問題を解きましょう」 (30分)。

(40分)
「４番目の問題を解きましょう」。

「５番目の問題を解きましょう」 (50分)。

「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

例８にならって，やや複雑な式の展開の仕方を理解しましょう。

例９にならって，根号をふくむ式の計算の仕方を理解しましょう。

2

2 2

2 2

2

2 ( 5 ) ( 3 ) ( 3 )

2 ( 1 0 2 5 ) ( 9 )

2 2 0 5 0 9

2 0 5 9

x x x

x x x

x x x

x x

+ − + −

= + + − −

= + + − +

= + +

この時間は，演習の時間にします。



11２ 多項式． （ ）９／１６

目標 （１）因数分解の意味を理解する。
準備 教科書（p.195）から切り取った正方形と長方形，はさみ（カッターナイフ）

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 正方形と長方形を並べかえて，１つの長方形をつくる。

『

』 (15分)

「並べかえる前の長方形と正方形の面積の合計はどのような式で表せますか」。

『 です』。

「並べかえてできた長方形の面積はどのような式で表せますか」 (25分)。

『 です』 ２①p.10で整数における“因数“素因数”。 ”

「これらは等しいので， となります」 “素因数分解”の説明がされている。復習も。

兼ねて比較しながら理解させる。

２ 多項式における“因数“因数分解”の意味を理解する。 ２② と３つの因数の積と”

「例１の①で， の因数は， などとなっていますが，そのほかの因 して表すことができる。

数をすべて挙げてみましょう」 ２③例１の②で多項式もひとつのまとまりとみ。

『 です』 て，因数として扱うことがあることを触れ。

「因数分解と展開の関係を図（p.42下）で確認しておきましょう」 ておく。。
(50分)

（１０／１６）２．多項式
目標 （１）共通因数をくくりだして因数分解する方法を理解する。
準備 ｍと書かれたカード３枚

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 共通因数をくくりだして因数分解する方法を理解する。 １① ＋ ＋ ＝ ( ＋ ＋ )とm m m m

カードを３枚重ねてかっこの外にくくり
出す操作を見せると効果的である。

『 です』。

「 をかっこの外にくくり出して，因数分解してみましょう」。

『 です』。

(15分)
“ ”（ ） 。２ 共通因数をくくり出す因数分解ができるようにする。 ２① 注意 p.43/12～ にも必ずふれること

「例２で共通因数をみつけ，因数分解すると となること (25分)

を確認しましょう」 ２② と書いても正解。

である。

２③ ではまだ が共通因数として

かっこの外にくくり出すことができること

『①の共通因数は だから， です』 に注意する。。

『②は， です』 ２④ とする生徒がいる。これ。

は

としているからである。このように勘違「この時間に残った問題、問１を次回までにやってきなさい」。
い（誤解）をして計算ミスをしている生
徒を見つけ出すためにもノートに計算過
程を書かせることが必要である。

(50分)

2 21 1 3 2x x x x x x+ + + + + = + +

( 1)( 2)x x+ +
2 3 2 ( 1)( 2)x x x x+ + = + +

2 2ab a b= × ×
2ab 2, , , 2a b a

2 , , 2b ab ab

a b c a b c

m
m

( )ma mb mc m a b c+ + = + +

2 2 ( 2 )x xy x x y+ = +
( )ax bx a b x− = −

6 2m n− 2

x ( )ax bx x a b− = −
6 2 (6 2 )mx nx x m n− = − 2 2x x x− =

2 2( 0)x x x x x x x− = − = × =

２０９ページから正方形と長方形を切り取り，それらを残らず使って長方形１

つをつくりましょう

３つの項をもつ多項式 の各項に共通な因数はどれですか。ma mb mc+ +

例３にならって，たしかめ１をやってみましょう。



12２．多項式 （１１／１６）

目標 （１） を使って因数分解ができるようにする。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ を使った因数分解を理解する。

「 となるような整数 をすべて挙げてみましょう」 １①例１の図を使って，視覚的にも訴えると効果。

的である。
『 のとき ， のとき ， のとき ， (10分)

のとき です』 １②慣れるまではしばらくの間，教科書のような。
“積と和”の表を書かせ，見つけさせる。

「この４つの場合で， となるものはどれですか」。
(20分)

『 のとき の場合です』。

つまり となります (30分)「 。」

２ を使った因数分解ができるようにする。

「たしかめ１の表をうめてみましょう」。

「たしかめ２の表をうめてみましょう」。

「問１，２，３をやってみましょう」 (50分)。

「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

（１２／１６）２．多項式

目標 （１） を使って因数分解ができるようにする。

（２） を使って因数分解ができるようにする。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ を使って因数分解することに慣れる。

１① 例３を丁寧に説明する。

「 における の係数 は であり，また ですから，

の は であることが分かります。そこで公式を

使って因数分解すると・・・」

『 です』。

(10分)「たしかめ３をやってみましょう」。

「問４，５をやってみましょう」。

２ を使って因数分解することに慣れる。

「例４にならって，たしかめ４をやってみましょう」。

「問６，７をやってみましょう」 (30分)。

３ ここまで学んだ、因数分解の公式を振り返る。

(50分)
「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

2 ( ) ( )( )x a b x ab x a x b+ + + = + +

2 ( ) ( )( )x a b x ab x a x b+ + + = + +

6a b× = a bと

1a = 6b = 1a = − 6b = − 2a = 3b =

3b = −

5a b+ =

2a = 3b =
2 25 6 (2 3) 2 3 ( 2)( 3)x x x x x x+ + = + + + × = + +

2 ( ) ( )( )x a b x ab x a x b+ + + = + +

2 2 22 ( )x ax a x a± + = ±
2 2 ( )( )x a x a x a− = + −

2 2 22 ( )x ax a x a± + = ±

2 10 25x x+ + x 10 2 5× 225 5=
2 2 22 ( )x ax a x a+ + = + a 5

2 210 25 ( 5)x x x+ + = +

2 2 ( )( )x a x a x a− = + −

2a = −

公式 を使って，

を因数分解してみましょう。

2 ( ) ( )( )x a b x ab x a x b+ + + = + + 2 5 6x x+ +

を因数分解してみましょう。2 10 25x x+ +

2

2 2 2

2 2 2

2 2

( ) ( )( )

2 ( )

2 ( )

( )( )

x a b x ab x a x b

x ax a x a

x ax a x a

x a x a x a

+ + + = + +

+ + = +

− + = −

− = + −

因数分解の公式

①　　

②　　

③　　 　

④　　



13２．多項式 （１３／１６）

目標 （１）いろいろな因数分解ができるようにする。
（２）数の計算や根号をふくむ式の計算に因数分解を利用することができるようにする。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 因数分解の公式を利用し、いろいろな因数分解に慣れる。 １① 因数分解の公式を理解させる
(10分)

「例５、例６、例７を説明します」。

「問９、１０、１１をやってみましょう」。

(30分)

１② と計

算する生徒がいれば，なぜそのような式に
なったかその考え方を聞き，その考え方を
他の生徒と共有する。たとえ指導者側の意
図していない発言（解答）があったとして

２ 因数分解を利用して数の計算の仕方を工夫する。 も正解であれば取り上げ，認める。

２①例２を丁寧に説明する。

「問１をやってみましょう」

３ 根号をふくんだ式の計算に乗法公式を利用する。

「例２を説明します」。

「問２，３をやってみましょう」。

４ この時間の要点を振り返る。
「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

(50分)

（１４／１６）２．多項式
目標 （１）式の展開や因数分解を利用して，整数の性質や面積についての問題を考えることができる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１ ２つの連続した奇数の積に１を加えた数はどのような数か予想し，文字式を利用し １① 偶数，奇数を順序よく具体的に言わ
て証明する。 せ，どういう特徴があるか確認させる。

さらに文字式ではどのように表現する
か考えさせる。

１②２つの続いた奇数の積に１を加えた数
は、４の倍数以外に法則がないか、ふれ
ても良い。
”２つの奇数の間にある偶数の２乗に
なる”

(15分)
『 から

４の倍数になっていることがわかります』。
「そのことを文字式を使って，証明しているのが例３です」 (30分)。
「問４、問５をやってみましょう」。

２ 図形の面積の問題を考える。
２① 例４を丁寧に説明する。

「例４を説明します」。
「問６をやってみましょう」

「例４，問６から円，正方形の場合には， が成り立ちます。長方形の場合 (45分)

も成り立つのか，証明してくることを宿題とします。次回までにやっておきなさい」 (50分)。

S a= l

20 35 20 15 1000× + × =

の問題から，計算式 が得られます。例１にならって公式をＱ

使った計算をしてみましょう。

2 235 15−

4 1 4 16 4 4 36 9 4= × = × = × �����

（奇数） × （連続した奇数） ＋ １ ＝ ？

１ × ３ ＋ １ ＝ ４

３ × ５ ＋ １ ＝ １６

５ × ７ ＋ １ ＝

あと３つ

書き足して，計算結果がどのような数か予想しましょう。



14２．多項式 （１５／１６）

目標 （１）演習問題をおこない，式の展開や因数分解の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “基本の問題”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)
「２番目の問題を解きましょう」。

「３番目の問題を解きましょう」。
(20分)

「４番目の問題を解きましょう」。

(25分)
「５番目の問題を解きましょう」。

「６番目の問題を解きましょう」。
(30分)

「７番目の問題を解きましょう」。

(45分)

「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」 (50分)。

（１６／１６）２．多項式
目標 （１）演習問題をおこない，式の展開や因数分解の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “章の問題A”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)
「２番目の問題を解きましょう」。

「３番目の問題を解きましょう」 (20分)。

「４番目の問題を解きましょう」 (25分)。

「５番目の問題を解きましょう」。
(30分)

「６番目の問題を解きましょう」。
(45分)

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。
「この時間にやり残した問題と“章の問題Ｂ”を宿題にします。次回までにやって (50分)
おきなさい」。

この時間は，演習の時間にします。

この時間は，演習の時間にします。



15３ ２次方程式． （ ）１／１２

目標 （１） ２次方程式とその解の意味を理解する。
準備 （黒板に貼って説明するための）長方形の紙３枚（70ｃｍ×20ｃｍ ，長方形の紙２枚（70ｃｍ×5ｃｍ））

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 正方形の１辺の長さ を求めるための方程式が２次方程式になることに気づかせる。 １① 黒板に用意した長方形（大３枚，小，２

枚）を教科書（p.56上）のように貼り準備す
る。

１②（１次式）＝０なら１次方程式ということ

「正方形の１辺を ｍとすれば，花だん（ の部分）の面積合計はどのように をここで復習する。黄色

表すことができますか」。

ｍを書き１③ 教科書 の図に縦の長さp.57
鉛筆マークの①、②、③の順に沿って考えて行きましょう 込ませる。p.57

教科書 の表に計算した数字を書き１④ p.57
２ ２次方程式の意味を理解する。 込み完成させる (15分)。

【復習】
移項して整理することによって ⅰ)“式のなかの文字にある値を代入すると成
（２次式）＝０ り立つ等式を方程式という”(１年)

の形に変形できる方程式を、２次方程式といいます。 ⅱ)“方程式を成り立たせる値を，その方程式
の解という（１年）”

「問１をやってみましょう」 ⅲ)“方程式の解を求めることを，方程式を解。
『 ， 』 くという（１年） (25分)○ ○イ ウ－４χ－５＝０ ３χ－１０＝０ ”

３①教科書（p.58/15～19）
を読んで解の意味を確認する。

３ ２次方程式の解の意味を理解する。
３② (1)式の左辺に代入し，計算した結果０に

「問２をやってみましょう」 なるものを探す。。
( 分)40

「たしかめ１をやってみましょう」 ３③解が１つではないことを確認する。。
（ ）50分

（ ／ ）３．２次方程式 ２ １２

目標 （１）２次方程式を因数分解を利用して解けるようになる。
準備 表にＡ，裏に０と書いたカード1枚，表にＢ，裏に０と書いたカード1枚

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ２次方程式の因数分解による解法を理解する。
１① □ □ □ □ ることをカ0× ＝０， × ＝０であB A 0
ードで説明する。２つの数をＡ，Ｂとするとき，

Ａ×Ｂ＝０ ならば Ａ＝０またはＢ＝０でなければなりません。
このことを使って２次方程式を解く方法を考えましょう。

１② 丁寧に説明する。

「例１を説明する」 １③ では， であ。

ることに気づかない生徒が多い。場合によっ

ては と×記号を付け加「たしかめ１をやってみましょう」。

「問１を 」 え， または でなけれやってみましょう。

ばならないことを説明する。
２ 因数分解を利用して２次方程式を解くことができるようにする。 (15分)

２① 公式１，２，３，４（ｐ.46）を黒板’ ’ ’ ’
の隅に板書しておく。

「例２を説明する」。
２② 例２のような解答の仕方を真似るように

「たしかめ２を 」 指導する。やってみましょう。
「問２を 」やってみましょう。

(40分)
「例３を説明する」。

「たしかめ３を 」 ２③ 一般に２次方程式は，解が２つあるが，やってみましょう。
「問３を 」 中には１つしかない２次方程式もあることをやってみましょう。

確認する。
３ この時間をやったことを確認する。
「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」 (50分)。

x

x

( 5) 0x x − = 0x =

( 5) 0x x× − =
0x = 5 0x − =

x

の問題を考えましょう。Ｑ

因数分解を利用して２次方程式を解きましょう。



16３．２次方程式 （３／１２）

目標 （１） いろいろな形をした２次方程式を因数分解を利用して解けるようになる。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

（２次式）＝０の形に整理してから解く。１

１① でないので解が

「 の解き方を説明します」 でないことを強調しておく。。

「左辺 を展開しましょう」 １②。

『 』

「したがって， を整理すると， となります」 と展開し。

てもよいが，乗法公式を用いて展開できるよ

「左辺 を因数分解してみましょう」 うに促す。。

『 』 ③例４の解答のように途中の計算過程も

きちんと書く習慣を身につけるさせる

「 ですから， または です」 (30分)。

「したがって，方程式の解は， または です」。

やってみよう！( でわることは禁止)２ （２次式）＝０の形に整理してから解く問題を練習する。 0
χ・ χを解くとき、両辺をχでわっては=3

。 、「問４をやりなさい」。 いけないことを指導χが０の場合もあるので
わることはできない。

(50分)「例５を説明する」。

の係数で両辺をわり、 の係数を にして考える。1

「問い をやりましょう」6 。

（ ／ ）３．２次方程式 ４ １２

目標 （１） ２次方程式を平方根の考えを使って解けるようになる。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 平方根の考えを使った解き方を理解する。 １①“移項する”とはどういうことか “，

「例６を説明する」 が の平方根である”とはどういうことか復

習する。
「例 を説明する」7
解答のように板書しながら説明し、ノートに書かせる。

「たしかめ４を 」やってみましょう。
「問い を 」7 やってみましょう。

(20分)

２ Ｑの問題を考えましょう。

「２本の道を１本は右側に移動し，もう１本は下部に重ねて置きます」 ２① 可能ならば実際に紙を切って正方形になる。
「正方形の１辺を ｃｍとするとオレンジ色の部分の正方形の１辺は ことなどを確認したい。
何ｃｍですか」。

『 ｃｍです』。

「面積はいくつですか」。
(35分)

『 です』。

「例 を説明する」8

「例 を説明する」9
解答のように板書しながら説明し、ノートに書かせる。

「たしかめ５をやりましょう」。
やってみましょう (50分)「問い を 」8 。

( 4)( 1) 0x x− + =
( 4)( 1) 6x x− + = − 4, 1x = −

( 4)( 1)x x− + ( 4)( 1)x x− +
2( 4)( 1) 3 4x x x x− + = − −

2 3 4 6x x− − = − 2 3 2 0x x− + = 2 1 4 4 1x x x= + × − × − ×
2 3 2x x− +
2 3 2 ( 1)( 2)x x x x− + = − −

( 1)( 2) 0x x− − = 1 0x − = 2 0x − =

1x = 2x =

x

1x −

2( 1)x −

x
a

2x 2x

の形に変形してみましょう。0A B× =



17３．２次方程式 （５／１２）

目標 （１） ２次方程式を の形に変形して解く方法を知る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ２次方程式 の左辺が因数分解できない場合の処理の仕方を知る。

「左辺が因数分解できない を解いてみましょう」。

の形に変形してみましょう

「 を移項すると， となります。左辺 を の形にする １①考えつかない生徒には，公式

ためには，どんな数が足りないでしょうか。教科書を見ながら考えてみましょう」 と。

を見比べ

させ， の値を考えさせる。

『３『９』』

「 としたら になりますか」。

「 としたら になります。つまり９を の両辺に加え

ます」。

「 となり， という形に変形できます」。

「 の解き方は，前回学習したところです。続けて解いてください」 １② とおいて考えさせてもよ。

い。
２ １で求めた値が解であることを確かめる。
「問９をやりなさい」 (40分)。
計算して得られた解が，本当に方程式の解か代入して確かめましょう。

(50分)
３ 時間が余った生徒は 基本の問題やりましょうp.66

（６／１２）３．２次方程式
目標 （１） χの係数が奇数の 次方程式及び２次方程式の解き方を復習する。2

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

の が奇数の場合も、偶数の場合と同じ用にして解く。 １① の係数が奇数の場合、分数になるので丁１

寧に指導する。

次方程式 を解いてみましょう。2

を板書しながら説明する。 １② の を移項p.65/4 14～

で
「問１のやりなさい」

となりがちなので
「問２をやりなさい」

「 」の前に移項し、まとめるように指導す±
る。

２ 基本の問題 ( 分)30
「１番目の問題をやりましょう」。

２① に３を代入し、等式が成り立つか調べさ

せる。
「２番目の問題をやりましょう」。

２② ではχでわらないように

注意する。
「３番目の問題をやりましょう」。

２③ では展開して整理し、

解く生徒もいるかもしれない。その場合平方
根で解けることを指導する。「残った問題は宿題にします」。

( 分)50

2( )x + =△ □

2 0x px q+ + =

2 6 5 0x x+ − =

2( )x + =△ □

5− 2 6 5x x+ = 2 6x x+ 2( )x +△
2 2 22 ( )x ax a x a+ + = +
2 2 26 ( )x x a x a+ + = +

a

2 6 3x x+ + 2( )x +△
2 6 9x x+ + 2( 3)x + 2 6 5x x+ =

2 6 9 5 9x x+ + = + 2( 3) 14x + =

2( 3) 14x + = 3x X+ =

2 0x px q+ + = p

2 5 3 0x x+ − =

x

x

2 8 0x x+ =

( )25 9x − =

5 37
2 2

x + = ±
5
2

37 5
2 2

x = ± −



18３．２次方程式 （７／１２）

目標 （１） ２次方程式を利用して文章題を解けるようにする （方程式の解がそのまま文章題の答になる場合）。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ２次方程式を利用して問題を解く方法を理解する。

「たとえば，１６とその下の２３は，１６×２３＝３６８となり，問題文が要求し
ている数ではありません」 １①カレンダー内の１～３１では２桁×２桁は。

３桁の数になるので，１桁×２桁の数の組を
「積が６０のものを探してください」 探させる。。

(10分)
『５と１２です』。

「例１を説明します」。

(35分)「小さい数を とすると、大きい数は？」

『 です』。

１②問１のように２次方程式を解いて得た解
が，問題の要求した答になっているか必ず確「大小 つの数の積が より、式は？」2 144
かめるように指導する。

(40分)『 』

，“ 、２ ２次方程式を利用して問題を解く ２①文章題を解くときは 未知数を と置き

方程式をつくり，それを解いて，その解が問
。 ” 。「問２をやってみましょう」 題の答になっているか確認する までをいう

「たしかめ１をやってみよう」 答えに適さない解もあるので、必ず最後の確。
認をさせる。

「この文章題ではある数 を求めさせているので，ノートには“ある数を，

( 分)とすると”とノートに書いて，その後を続けましょう」。 50

（ ／ ）３．２次方程式 ８ １２

（ ） 。（ ）目標 １ ２次方程式を利用して文章題を解けるようにする 方程式の解がそのまま文章題の答にならない場合
準備 画用紙（縦１４㎝，横１０㎝）１枚

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

。１ ２次方程式の解がそのまま文章題の答にならない問題を解く １①用意した画用紙で実際に容器を作ってみる
（ただし，画用紙のサイズは隠しておく）

「例２を説明します」 １②教科書（p.63）の容器の図に縦，横，。
高さの長さを書き込ませる。
１③ノートには，教科書（p.68の“解答）「解答」は板書し、ノートに書かせる。 ”
が示すように，

(ⅰ)何を にするか

(ⅱ)その を使って方程式をつくる

とどうなるか
(ⅲ)その方程式の解は何か

(ⅳ)その解は，問題文が要求してい※始めに何を と置いたか、必ず書くように指導する。

る答か※最後に解が答えに適しているか、必ず確かめるように指導する。

が分かるようにきちんと書くよう指導する。
「問３を考えてみましょう」。

(25分)

『たとえば，縦（ ）が６ｃｍならば，４すみ（１辺が３ｃｍの正方形）を

取ると直方体の容器ができないからです』。
(35分)

(50分)

x

x
x

x
x

x

x

7x +

( )7 144x x + =

x

Ｑの問題に答えましょう。

2次方程式の解が問題の答とは限らないことを忘れないようにして，問４を

やってみましょう。



19３．２次方程式 （９／１２）

目標 （１） ２次方程式を利用して文章題を解けるようにする （動点を扱った問題）。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 動点の動きを考察し，問題を解く。

１① ＡＰ＝ ｃｍとすると，

ＤＱ＝ ｃｍであるから，

ＡＱ＝ ｃｍである。

１②教科書（p.68の例２）にならって，点Ｐが

「点Ｐ，Ｑの出発点はそれぞれＡ，Ｄですから，時間が経つにつれて点ＰはＡを離れ，点Ｑは Ａから ｃｍ動いたとすると

Ａに近づいていきます」。

左辺を展開して整理すると

「問題文で“点ＰがＡから何ｃｍ動いたとき～”と問われているので

ＡＰ＝ ｃｍとします」。

「ＤＱ，ＡＱは何ｃｍですか」 または。

『ＤＱは ｃｍです』。

『ＡＱは ㎝です』 (15分)。

この場合， でなければな「△ＡＰＱの面積はいくらですか」。

『 です』 らないから，。

「一方，△ＡＰＱの面積が４ｃｍだといっているので・・・」 答 ２ｃｍまたは４ｃｍ
２

『 です』 というように，。

「この方程式を解いてください」 (ⅰ)何を にするか。

『 です』 (ⅱ)その を使って方程式をつくるとどう。

なるか
(ⅲ)その方程式の解は何かこの解は方程式の解であって，文章題で問われている答えとは限りません。必ず確認
(ⅳ)その解は，問題が要求している答かしましょう。

が分かるようにきちんとノートに書く

２ 基本的な２次方程式の文章題をこなし，定着を図る。 よう指導する。

(35分)「問５をやりましょう」

２①“もとの正方形の１辺の長さを「問６をやりましょう」

ｃｍとすると”というように何を に，

「基本の問題”をやりましょう。やり残した問題は宿題とします」 したかをきちんとノートに書かせてから解答“
させる。

(50分)

（１０／１２）３．２次方程式
目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “章の問題Ａ”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。
(10分)

「２番目の問題を解きましょう」。
(20分)

「３番目の問題を解きましょう」。
(30分)

「４番目の問題を解きましょう」。
(40分)

「５番目の問題を解きましょう」。
(50分)

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。

「この時間にやり残した問題と“章の問題Ｂ”を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

x
x
6 x−

x
(6 ) 2 4x x− ÷ =

2 6 8 0x x− + =
x ( 2)( 4) 0x x− − =

2 0x − = 4 0x − =
2, 4x x= =x

6 x−
0 6x< <

(6 )(6 ) 2
2

x xx x −
− ÷ = 2, 4x x= =

(6 ) 4
2

x x−
=

x
x

x x

2, 4x x= =

この時間は，演習の時間にします。

問題文（例３）を読んで，同じ速さの点Ｐ，Ｑが，それぞれＡ，Ｄを同時に出

発することを確認してください。



20３．２次方程式 （１１／１２）

目標 （１） χ・＋ｐχ＋ ＝０ の形 次方程式。q 2
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

の形をした 次方程式の公式を作る。１ 2

χ・＋ χ＋３＝０を説明しながら右側をあけて、教科書のように丁寧に板書する。 １①係数が数字の場合と考え方は全く同じであ5
次に、右側に を対応するように文字の場合でも数字と同じで ることに気づかせる。

あることを説明しながら、 ( 分)教科書とは左右逆になるが、丁寧に板書する。 20

２ 公式を利用して 次方程式を解く2
２①公式を利用して２次方程式が解けるように
する。2次方程式 の解は

を利用して 次方程式を解く2

「例 を説明する」1 。

「例２を説明する」 ( 分)。 30
「問１をやってみましょう」。

２② が整数の平方の場合は つ2
「例３を説明する」 に分けて計算し、有理数の解を求める。

２③ の場合は解は つしか1
「問２をやってみよう」のこった場合は宿題 ないことを確認する。 ( 分)50

（ ／ ）３．２次方程式 １２ １２

目標 （１） の形の２次方程式。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 次方程式の解の公式を作る。2

を説明しながら、教科書のように丁寧に板書する」 １① であることを確認。

※分母が２で分子が分数となり、生徒にとってははじめて見る分数である。 ならば

分数を割り算に直して考えればよいことを、丁寧に指導する。

「問 をやりなさい」 となることを確認する。3
（ ）20分

２ 次方程式の解の公式を利用して方程式を解く。2
係数が文字の場合でも数字と同じようにして公式を導くことができる。 ２①理解の早い生徒には解の公式を係数が数字

の解き方を丁寧に書き、文字の場合を対比させながら行をそろえて書 の場合と同じようにして作らせる。そうでな

いて説明する。 ければ、ここでは解の公式の使い方に重点を
置いて説明した方がよいだろう。

次方程式の解の公式2
のとき

（ ）40分

２②問 は説明しながら、生徒と一緒に解く「問 をやりなさい」4 4
ようにする。

（ ）「問 をやりなさい」 分5 50

2 0x px q+ + =

2 0x p x q+ + =

2 0x px q+ + =

2 4p q−

2 4 0p q− =

2 0ax bx c+ + =

23 5 1 0x x+ + =

2 0ax bx c+ + =
23 5 1 0x x+ + =

2 0ax bx c+ + =

2 4
2

p p qx − ± −
=

2 4
2

b b acx
a

− ± −
=

m
m

=
Ａ

Ａ

t
s

Ａ=

� t tm m
m s sm

= = =
Ａ

Ａ

27 7 4 3 1
2 3

x − ± − × ×
=

×



21４．関数 （１／１０）

目標 （１） 球が斜面を転がるとき，転がった距離と時間との間の関係は，既習の１次関数で表されないことを理解する。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 球が斜面を転がるとき，転がった距離と時間との間の関係を調べる。

１①手から球を放した時点より、しばらく転が

り続けた時点の方が、スピードが速くなって

、 、いることを観察させる意味で 可能であれば

（ ） 、実際に斜面 距離は長い方がよい をつくり

。 （ ，「 p.76）を説明する」 球 野球やバスケットやテニスなどのボールＱの問題（

ビー玉，玩具のボーリングボールなど）を転

「球が斜面を転がり始めてから， 秒間に転がる距離を ｍとして，表を完成させましょう」 がして見せる。。

『

(15分)

１②“対応する値”をひとつずつ確認する。

です』 (30分)。

１③なぜ５ｍ転がると考えるのか，理由を言わ

「 の値が，２倍，３倍，４倍になると，対応する の値は，それぞれ何倍になりますか」 せて，それに対して生徒間で議論させる。。

『対応する の値は，４倍，９倍，１６倍になります』 なお， から計算して出るという。

「転がり始めてから５秒間に，何ｍ転がると考えられますか」 理由は，ここでは無効である。なぜなら，。

『 の値が５倍になると，対応する の値は２５倍になります。 “まず前提として ありき”ではな

したがって， ２×２５＝５ｍ転がると考えられます』 いからである。0. 。
(50分)

（ ／ ）４．関数 ２ １０

目標 （１） “ は の２乗に比例する”ことの意味を理解する。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “ は の２乗に比例する”ことの意味を理解する。

「 をやってみましょう」Ｑ 。

「 を と置き換えれば，

１① という式で表されるとき，

は に比例しているという（１年）。

(10分)

１② であると置くと

です」 から は に比例している，すなわち。

は に比例している。

”一般に， が の関数で と表されるとき、
，

は の２乗に比例する”という。 (20分)

「例１を説明する」。

(35分)「たしかめ１をやってみよう」

「問１をやってみましょう」 １③しばらくの間は，例２の解答の仕方を真似。

「例２を説明する」 て、ノートにかかせる。。

「たしかめ２をやってみよう」

「問２をやってみましょう」 (50分)。

2y ax=

x y

x y
y

x y

2y ax=
y x

y x

y ax=
y

X2x

x

20.2=y x

2=y ax

0.2=y X

y x 2y ax=

y x

2x X=
y X

y 2x

球が斜面を転がるとき，転がった距離（ ｍ）と時間（ 秒）との

間の関係を調べてみましょう。

y x

転がり始めてから 秒間 ０ １ ２ ３ ４

転がった距離 ｍ ０ ２ ８ １８ ３２0. 0. . .

x

y

０ １ ４ ９ １ ２５6

０ ２ ８ １８ ３２ ５0. 0. . .y

X



22４．関数 （３／１０） ＜ｐ．８０～８２＞

目標 （１） のグラフの特徴を理解する。

準備 電卓
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ のグラフをかく。

１①グラフ上のある点は，座標で表すと

（ ）となることを確認する。

， 。１②ここでは ７個の点をかき込むだけである

(10分)

２ のグラフを原点の近くのようすを調べる。
、２①原点近くを細かく調べさせることによって

「問１をやりましょう」 たくさん点をかき込めばかき込むほど、なめ。

らかな曲線になることを実感させる。「グラフは のようになることを確認する」p.82

３ のグラフについて，特徴を確認する。 ２②ここでは，２１個の点をかき込むだけであ

る。

のグラフの特徴

１ 軸について対象である

(30分)２ 原点を通り、 軸の下側に出ない

３ が増加するとき の範囲では、 は減少する。

の範囲では、 は増加する。 ３①「変域」について確認しておく（ 年）1
＝０のとき、 は最小値０をとる。

(50分)

「問２を考えましょう」。

（４／１０）４．関数

目標 （１） のグラフをかき，特徴を確認する。

準備 電卓
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ のグラフをかく。

１①前回までは点（ ）をたくさんかき込「 の問に答えましょう」Ｑ

んでグラフをかく方法を示したが，ここでは

「p.83/5～11を説明する」 座標をｎ倍した点をとっていく，したがっ。

て表をつくる必要がなく，グラフがかけるこ
とに気づかせたい。 (15分)「たしかめ１をやりましょう」

「問３をやりましょう」。

２ のグラフをかく。 (30分)

「 の問に答えましょう」 ２① のグラフと のＱ

グラフは 軸について対称である。「p.84/4～9を説明する」。

「問４をやりましょう」 １ 軸に対称である。 ２②“絶対値”について確認しておく（１年）。 。

「問５をやりましょう」 ２ 軸の上側には出ない。 (40分)。

「問６をやりましょう」 ３ が増加するとき。

の範囲では， は増加する。

の範囲では， は減少する。

のとき， は最大値 をとる (45分)

３ のグラフの特徴を確認する。 ① 右上グラフを見ながら、3 p.86

p.86 のグラフの性質をまとめた表を確認する ①p.87/1～3に触れておく。 (50分)「 。 3
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2y ax=

2y x=

,x y

2y x=

2y x=

2y ax=
2y ax=

22y x=
,x y

y

22y x= −

2y ax=
0x =
0x >
0x <

2y ax=

y
x

x 0x <
0x >

y
y

x y

22y x= − 22y x=
x

2y x=

y
x
x

y
y

0y

について， の値が，－３，－２，－１，０，１，２，３の

， 、 （ ）ときの の値を求め 表を完成し それらの点を教科書の図 p.80

にかき入れてみましょう。

2y x= x
y



23４．関数 （５／１０）

目標 （１） 関数 のグラフの特徴をまとめる。

（２） 関数 において， の変域と の変域について理解する。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ のグラフの特徴を確認する。

のグラフの性質をまとめた表を確認する。p.86
( 分)15

「問７をやりましょう」。

。p.87/1 3～ に触れておく

２ 関数 において， の変域に対する の変域を調べる。 ①“変域”について確認しておく。２
（１年）

２②ゆっくり丁寧に説明する。

２③既習（p.86/9）の“ のグラフ

で， のときは，上に開いた形にな

「p.88/5～14を説明する」 る”に触れて定着を図る。。 。

(30分)

「たしかめ２をやってみましょう」。

「問８をやってみましょう」。

(45分)「問９をやってみましょう」。

３ この時間の要点を振り返る。 (50分)

（６／１０）４．関数
目標 （１） “変化の割合”について理解する。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “斜面を転がる球の速さは，時間とともにだんだん速くなっていく”ことから，そ

の速さがどのように変化していくか調べる。

(10分)

(35分)

「問１をやってみましょう」。

２①“平均の速さ”の“平均”とは，物体が

ＡからＢに移動するとき，実際にはそのＡＢ２平均の速さを求める。

「p.90/1～11を説明する」 間でスピードがいろいろと変化しているはず。

。 ， 。「例１を説明する」 だが そのことは考えないという意味である

(転がる距離) ９－１
(平均の速さ)＝ ＝ ＝４

(転がる時間) ３－１

「問２をやってみましょう」 (40分)。

２②p.90/22は変化の割合の定義である。

マーカーなどで強調させる。が の関数であるとき

の増加量
（変化の割合）＝

の増加量

(50分)

３ この時間の要点を振り返る。

2y ax=
2y ax=

2y ax= x y

2y ax=

0a >

2y ax=

2y ax=

2y ax=

x
y

2y ax= x y

y x

関数 について， の変域が-1≦x≦2のとき

の の変域を，グラフを利用して考えてみましょう。

23y x= x
y

“斜面を転がる球の速さは，時間とともにだんだん速くなっていく”

ことをどのような量でとらえればよいでしょうか。



24４．関数 （７／１０）

目標 （１） 関数 の “変化の割合”を求めることができる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 関数 の“変化の割合”を求める。

「例２を説明する」。

２→４ １① がいくつからいくつまで増加したか矢印

２→８ を入れた表を作り の値を計算させ、表を完
成させる。Æ ≠

したがって １②増加量は矢印の行った先の数から元の数を引

いた値である。

１③表を見ながら（変化の割合）を求める式を作

「たしかめ１をやってみよう」 らせる。。

１④分母が（ の増加量）であることを注意す「問３をやってみましょう」。

(15分)る。

の問題を考えてみようＱ
(30分)

２ 関数 のグラフ上の２点を通る直線の式を求める。 ２①p.91/18～20に触れておく。

(40分)

「p.92/1～7を説明する」 ２①“直線の式”とは のこと。

である。

「問４をやってみましょう」。

「p.92の“瞬間の速さ”を宿題にします。次回までにやっておきなさい」 (50分)。

（８／１０）４．関数

目標 （１） 関数 と の特徴を比べながら理解を深める。

身のまわりにみられる関数 について理解を深める。（２）

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 関数 と の特徴をまとめる。

１①関数 （２年）

「問５をやりましょう」 (15分)。

２ グラフを利用して，問題を解く。

②の解は２つあるが、答えは正の数２①問１の

「例１の意味を理解し、問１をやりましょう」 であることを注意する。。

(30分)

「問２をやりましょう」

( 分)35

「例２の意味を理解し、問３をやりましょう」 ２②比例の式（１年）を確認する。。

①速さが倍になったときの制動距離はどうなりますか。

②制動距離は車の速さの２乗に比例する ２③の解は２つ出るが答えとして適しているか

の値を求めて式を完成させる。 確認そることを忘れないように指導する。

(50分)③②で作った式の に７５を代入して求める。 答えに適しているか確認する。

2y ax=
2y ax=

2y ax=

y a x b= +

2y ax=
y ax b= + 2y ax=

y ax b= + 2y ax=
y ax b= +

y
x

y

x

2y ax= a

y

2y ax=

2y ax=

関数 について， が２から４まで増加したときの変化の

割合を求めましょう。

21
2

y x= x

問５をやりながら，関数 と の特徴をまとめま

しょう。

y ax b= + 2y ax=

x

21 2 2
2

y = × = 21 4 8
2

y = × =

( ) ( )
( )

8 2 3
4 2

y
x

−
= = =

−

の増加量
変化の割合

の増加量



25４．関数 （９／１０）

グラフを使いながら問題を解くことができる。目標 （１）
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ グラフを利用して問題を解く。

「 ～ を読んで、状況を理解させる」 (10分)p.95/3 6 。

１① を説明しながら問 を解く。「 （ ～ ）で示された方法で解いてみましょう」Ｑ p.95/7 11 。 Ｑ 4

『 秒後にＡさんは， ｍの地点でＢさんに追いつかれたとすると、

Ａさん：

この式のグラフを 右下の図に書き込みましょうp.95

Ｂさん：

のグラフとの交点の座標を読み取りましょう。

となる。原点以外の交点の座標は

、８秒後に追いつかれます』 (30分)座標が時間を表しているので 。

「問５をやってみましょう」。

「基本の問題（p.97）を宿題にします。次回までにやっておきなさい」 (50分)。

（１０／１０）４．関数
目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “章の問題Ａ”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)

「２番目の問題を解きましょう」。

(20分)

「３番目の問題を解きましょう」。

(30分)

「４番目の問題を解きましょう」。

(50分)

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。

「この時間にやり残した問題と“章の問題Ｂ”を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

2y ax=

2y ax=

x

21
2

y x=

4y x=
y

( )8, 32

x

この時間は，演習の時間にします。



26５ 相似な図形． （ ）１／１６

目標 （１）拡大図や縮図をとおして相似の定義と性質を理解する。
準備 定規，方眼黒板

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
＊方眼黒板の代用として，ＯＨＰ用の透明シー

１ 写真から実際の大きさを求める方法を知る。 トに方眼を焼き付けて（コピーして，）
ホワイトボードに投影する方法もある。

「東京湾の地図上でＡ，Ｂ間の長さは何㎝ありますか」 １① と計算する生徒。。

単位ｃｍあたりの実際の長さを出し，４倍す
『５㎝あります』 る生徒。どのように考えたかいろいろ発表さ。

せる。
「実際の距離は１５㎞ですから、１㎝あたりの実際の長さはくつでしょうか」。

『３㎞です』。

「ＢＣ間の実際の距離を求めましょう」 (15分)。

２ 方眼紙の上にかかれた図形から相似の定義と性質を知る。
２① は横のみ 倍○イ 2

は横のみ 分の 倍○ウ 2 1
は縦のみ 倍○エ 2
は縦、横とも 倍「○の四角形を形を変えないで２倍に拡大したものはどれですか」ア 。 ○オ 2

『○の図形です』 (25分)オ 。

「形を変えないで２倍に拡大する”とは，どういうことでしょう」“ 。

『どの辺もすべて２倍になっているということです』 (35分)。
『対応する角がすべて等しくなっています』。

「p.102/4～5を解説する」 ２②教科書（p.103/1～4）に書かれている，。
注意事項には必ず触れておく。

(50分)
「p.102/9～p.103/4を解説する」。

（２／１６）５．相似な図形
目標 （１）相似な図形の性質を理解する。

（２）相似の位置にあるということの意味を理解する。
準備 （可能ならば）分度器（生徒に持参させる ，方眼用紙（生徒分））

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 相似な図形の性質を理解する。 １①“多角形で∽記号を使うときは，対応
「たしかめ１をやってみましょう」 する頂点の名まえを周にそって同じ順に。
「問１をやってみましょう」 書く（p.103/2～3）となっているので。 ”

(20分)

２ 相似の中心や相似の位置にあるということの意味を理解する。 (25分)

「Ｑの問題を考えましょう」。
２①教科書にかき入れさせる。
２②かき終わったころを見計らって，対応する「問２をやりましょう」。
辺の長さ，角の大きさを比べさせ、相似に
なっていることを確認する（問２）。

(40分)

「たしかめ２をやりましょう」。
２③生徒に方眼用紙を配付する。

(50分)
「問３をやりましょう」。

5 :15 4 := x

Ｑの問題（p.100）を考えてみましょう。

Ｑの問題（p.102）を考えてみましょう。

“相似”の定義（p.102/4～5）を理解しましょう。

教科書（p.103/13～14）の枠内にある “相似な図形の性質”を確認，

しましょう。

“ ”“ ” （ ）相似の中心 相似の位置にある ということの意味 p.104/6～9

を理解しましょう。

相似な図形の性質（p.102/9～12）を理解しましょう。



（ ） 。ならば p.106/22 であることを確認しましょう: :a m b n=: :a b m n=

27５ 相似な図形． （ ）３／１６

目標 （１）相似比の意味を理解し，それを使って問題を解くことができる。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 相似比について理解する。
１① つの円は相似で、その相似比は半径に2

「Ｑの問題（ ）を考えてみましょう」 等しいことにふれておくp.105 。

１②“合同な図形は，相似比が１：１の相似な
図形ともいえる”ことにも触れておく。

「例１を説明します」 (15分)。
「たしかめ３をやりましょう」。

２①“２つの三角形の対応する辺の比が等し
いこと“と”となりあう２辺の比が２つ２ 比の性質について理解する。 、
の三角形で等しいこと”とを比較させな
がら理解させる。

「p.106/5～8を解説する」。

(35分)

「たしかめ４をやりましょう」。

「p.106/14～20を解説する」。

３ △ＡＢＣ∽△Ａ’Ｂ’Ｃ’における，対応する辺の比について理解を深める。

「例２を説明します」。

「たしかめ５をやりましょう」。
(50分)

「問４をやりましょう」時間がないときは宿題とします。。

（４／１６）５．相似な図形
目標 （１）三角形の相似条件を理解する。

（黒板に貼って説明するために）例１で示されている△ＡＢＣと△ＡＢＣから切り離した△ＡＢＤ準備
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “２つの三角形が相似である”というために，辺や角についてどんな関係があれば
よいか考える。 １①ＡＣ，ＢＣの長さだけでは，縮小した

△ＡＢＣ がノートにかけないことを’ ’ ’
理解させる。

(15分)
１②ＡＣ，ＢＣ，∠ＡＢＣの大きさが分か

「考え方として，たとえばＡＣの実測だけで，ノートに縮図をかけるでしょうか。」 てっもただ一つの三角形がかけるわけで
はない。

「問１をやってみましょう」。

『Ａ’Ｂ’は約４５ｍｍありますから，実際の長さは ｍです』13.5 。

「問２をやってみましょう」。

「p.110のたしかめ１をやってみましょう」 １③教科書（p.108/18）を強調しておく。。

「例 を説明します」1 。
(35分)

「問 をやってみましょう」残った問題は宿題3 。

２ この時間をやったことを確認する。 (50分)

“相似比”の意味（p.105/5）を理解しましょう。

（ ） 。ならば p.106/10 であることを確認しましょう: :a b m n= an bm=

比 の比の値は である。:a b

Ｑの問題（p.108）を考えてみましょう。

a
b

“三角形の相似条件” （p.109/8～16）を確認しましょう。



28５ 相似な図形． （ ）５／１６

目標 （１）三角形の相似条件などを利用して，問題を解くことができる。
準備 （黒板に貼って説明するために）例２で示されている△ＡＢＣと△ＡＢＣから切り離した△ＡＤＣと△ＢＤＡ

（黒板に貼って説明するために）問６で示されている△ＡＢＣと△ＡＢＣから切り離した△ＡＢＤと△ＡＣＥ
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ２つの三角形が相似であることを証明する。
１①右図のように△ＡＢＤを切り分けられ

「例２を説明します」 るようにしておくと，対応する位置関係が分。
かり，理解しやすい。△ＡＢＣと△ＤＢＡにおいて

∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＡ＝９０°…① （仮定） ←板書し丁寧にノートに 書かせる。
∠Ｂ＝∠Ｂ …② （共通）

①，②より、２組の角がそれぞれ等しい
△ＡＢＣ △ＤＢＡ∴ ∽

「三角形の相似条件”を教科書（p.109）で確認しておきましょう」“ 。
(15分)

「さらに“相似な図形の性質”も教科書（p.103）で確認しておきましょう」， 。

「問 をやってみましょう」4 。
例２の証明の続きとして

した図を示して考えさせる。相似な三角形では対応する辺の比は等しいので
ＢＣ：ＢＡ＝ＢＡ：ＢＤ

１③“証明”の書き方は例２や問４と同じ
ように書けるように指導する。「問 をやってみましょう」5 。

(30分)
「∠Ｃ＝∠ＢＡＤを説明しましょう」。

『∠ＣＡＤ＋∠Ｃ＝∠Ｒ （△ＡＤＣは直角三角形より）
１④問６では切り離した△ＡＢＤと△ＡＣ∠ＣＡＤ＋∠ＢＡＤ＝∠Ｒ （仮定より）
Ｅを黒板に並べて貼り，理解を助ける。よって

∠Ｃ＝∠ＢＡＤ』 です。
⑤たびたび教科書（p.109）に戻って1

「問６をやってみましょう」 “三角形の相似条件”を確認させる。

△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて
∠ＡＤＢ＝∠ＡＥＣ＝９０°…① （仮定）
∠Ａ＝∠Ａ …② （共通）

①，②より、２組の角がそれぞれ等しい
△ＡＢＤ △ＡＣＥ∴ ∽

(50分)

（６／１６）５．相似な図形
目標 （１）三角形の相似条件などを利用して，問題を解くことができる。
準備 電卓 分度器 定規 コンパス 黒板に貼って説明するために 例３で示されている円Ｏから切り離した△Ａ， ， ， ，（ ）ＣＰと△ＤＢＰ

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “三角形の相似条件 “相似な図形の性質”を使って問題を解く。 １①“同じ弧に対する円周角の性質”を確”，
認しておく（２年）。

「例３を説明します」 １②“対頂角の性質”を確認しておく（２。 。
年）（２角とも円周角で証明してもよい）。

△ＡＣＰと△ＤＢＰにおいて

∠ＡＣＰ＝∠ＤＢＰ…① （ の円周角より）

∠ＣＡＰ＝∠ＢＤＰ…② （ の円周角より）

①，②より、２組の角がそれぞれ等しい
△ＡＣＰ △ＤＢＰ∴ ∽

(20分)

「問７をやってみましょう」。

１③“例３の結果”とは，△ＡＣＰ∽△Ｄ△ＡＣＰ △ＤＢＰより、相似比は等しいので∽
ＢＰのことである。ＰＡ：ＰＤ＝ＰＣ：ＰＢ

４：ＰＤ＝５：６
１④例３で使った△ＡＣＰと△ＤＢＰをも

「問８をやってみましょう」 う一度利用して，理解の助けにする。。
(30分)

∠Ａ＝∠Ａ（共通）

∠ＡＢＰ＝∠ＡＤＢ （ より円周角は等しい）。

(50分)
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29５．相似な図形 （７／１６）

目標 （１）三角形の相似条件などを利用して，問題を解くことができる。
準備 電卓，分度器，定規，コンパス

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “三角形の相似条件 “相似な図形の性質”を使って問題を解く。”，
１①縮尺は生徒にまかせてよいが，どうしてよ

いか分からない生徒には， の縮図をか「例４を説明します」。

かせる。
（ 分）15

「教科書の図を利用して解いている人もいるようですが，それが終わったら，適当 １②教科書の図を利用して （４．３ｃｍ
な縮図をノートにかいてそこから求めてみてください。一致していますか」 が１６ｍに相当している）解く生徒もい。

るが，問題文で“縮図をかいて求めなさ
い”とあるので，適当な縮尺で縮図を。

「問９をやってみましょう」 かかせる（相似条件“２組の角がそれ。 。
ぞれ等しい”を使っている）
⑦できれば，直角もコンパスを使ってきち

「問１０をやってみましょう」 んとかかせたい（既習１年）。 。
△ＡＢＣ △ＤＥＦより∽
ＡＢ：ＤＥ＝ＢＣ：ＥＦ

(40分)
「問１１をやってみましょう」。

写真上の校門の高さは ：
写真上の女の子の高さは：

実際の校門の高さは ： ｍ1.6
実際の女の子の高さは ： ｍ

(50分)1.6： ＝（実際の校門の高さ：実際の女の子の高さ））（

として求める。

（８／１６）５．相似な図形
目標 （１）三角形の相似条件などを利用して，問題を解くことができる。
準備 電卓，分度器，定規，コンパス

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 基本の問題
「 番目の問題をやりましょう」1 。

１①対応する辺の比が等しいか丁寧に計算させ「２番目の問題をやりましょう」。
△ＡＢＣ∽△ＯＭＮ ましょう。
∠Ｂ＝∠Ｍ， ＡＢ：ＯＭ＝ＢＣ：ＭＮ＝４：３
組の辺の比が等しく、その間の角が等しい。2

△ＤＥＦ∽△ＰＲＱ
ＤＥ：ＰＲ＝ＥＦ：ＲＱ＝ＦＤ：ＱＰ＝２：３
３組の辺の比が等しい。

△ＧＨＩ∽△ＫＪＬ
∠Ｇ＝∠Ｋ， ∠Ｌ＝∠Ｉ＝３５°
組の角がそれぞれ等しい。2

(20分)

１②丁寧に証明を書かせましょう。「３番目の問題をやりましょう」。

△ＡＢＣと△ＣＢＤにおいて
∠Ａ＝∠ＢＣＤ …① （仮定）
∠Ｂ＝∠Ｂ …② （共通）

①，②より、２組の角がそれぞれ等しい
△ＡＢＣ △ＣＢＤ∴ ∽

(50分)

x
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30５ 相似な図形． （ ）９／１６

目標 （１）等間隔の平行線がそれと交わる直線を等しい長さに分けることを理解し “三角形と比（１ ”の定理， ）
に気づく。

準備 定規，ノートの代わりに罫線を印刷した用紙でもよい
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ ノートの横幅を３等分する方法について考える。 １①生徒の中には，この方法ではノートを３等
分できないと感じている者もいるかもしれ
。 ， ，ない そこで ノートの横幅というよりは

横罫線を３等分する方法と始めに説明して
おくとよい。

「斜めの黒線は，罫線をどのように利用してひいたものでしょうか」 １②どのように罫線を利用しているのか，生徒。
から答えさせる。

『罫線の端と端を３番目でつないでいます』。

「２本ともそうですか」。

『そうです』。

「 はどうやってひくのですか」 (15分)青線 。

『斜めの線と罫線が交わったところを結んでいます』 １③図（p.115）において下図のように線。
を太くし，１１６ページの図がどこの部
分か確認する。

(30分)
「問１をやってみましょう」。

「問２をやってみましょう」 １④全部で２つある“平行線の性質”。
（２年）を確認しておく。

(50分)

（１０／１６）５．相似な図形
目標 （１ “三角形と比（１ ”の定理を理解し，それを利用することができる。） ）

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 問２（p.116/11～15）の逆を考える。 問２（p.116/11～15）でわかったことを確１①
認しておく

「問３をやってみましょう」。

「問２（p.116/11～15）の②で“ＤＥ//ＢＣならばＡＤ：ＡＢ＝ＡＥ：ＡＣであ １②“三角形の相似条件（p.109）を確認して， ”
る”ことが分かりました。次はその逆，つまり“ＡＤ：ＡＢ＝ＡＥ：ＡＣならばＤ おく。
Ｅ//ＢＣである”ことを証明してみましょう」 (10分)。

１③全部で２つある“平行線になるための条件
「まず，△ＡＤＥ∽△ＡＢＣを証明しましょう」 （２年）を確認しておく。。 ”
「ＤＥ//ＢＣであることを言うために，何を言えばよいですか」。

『同位角が等しい』 『錯角が等しい』
「ＤＥ//ＢＣであることを証明しましょう」。

２ “三角形と比（１”の定理をまとめ，それを利用する。 (40分)）

①p.117/10～12にあるように右図のような場合
も触れおく。

「例 を説明しましょう」1 。

「たしかめ１をやってみましょう」。

(50分)

教科書（p.115）に示されている図中の青線はどのようにかかれたもの

なのか考えてみましょう。

なぜこのような方法で３等分になるのでしょうか。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ Ｇ

ＤＥとＢＣが平行のとき，△ＡＤＥと△ＡＢ

Ｃの辺の間にどんな関係が成り立つと思いま

すか。考えてみましょう。

定理（p.117/3～9）を確認しましょう。



31５ 相似な図形． （ ）１１／１６
目標 （１ “三角形と比（２ ”の定理を理解し，それを利用することができる。） ）

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “三角形と比（１”の定理の 1を見直し，ＡＤ：ＤＢと） □
ＡＥ：ＥＣの関係を調べる。 １①“三角形の相似条件（p.109）を確”

認しておく。
「問４をやってみましょう」。

(10分)

１②全部で２つある“平行線になるための
条件（２年）を確認しておく。”

２ “三角形と比（１”の定理の 2を見直し，ＡＤ：ＤＢ＝ＡＥ：ＥＣ） □
のときのＤＥとＢＣの関係を調べる。

「問５をやってみましょう」。
(20分)

３ “三角形と比（２”の定理をまとめ，それを利用して問題を考える。）

(25分)
「例２を説明しましょう」。

(40分)
「たしかめ２をやりましょう」。

「問６をやってみましょう」。
(50分)

３①問７では「問７をやってみましょう。
ＡＣ ＤＦ∕∕
ＢＣとＥＦ，ＡＢとＤＥはそれぞれ

対応する辺の比ちがうので平行でない。４ この時間の要点を振り返る。

（１２／１６）５．相似な図形
目標 （１） 中点連結定理を理解する。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）
１①ＡＭ：ＡＢ＝ＡＮ：ＡＣ＝１：２で

。１ 中点連結定理を理解する。 あ る
「 の問題について考えてみましょう」 １②定理（p.117）２を使って、Ｑ 。

「既習の定理（p.85と87）を使って，線分ＭＮと辺Ｂ がいえる。
Ｃの関係を考えてみましょう」 さらに，定理（p.117）１を。 使って、

がいえる (15分)。

(25分)

２ 中点連結定理を利用して問題を考える。 ２①問題文を読んで，その通りの図をノー
トにかくように指導する。

「問８をやってみましょう」 ２②“三角形の合同条件（２年）を確認。 ”
しておく。

(35分)
「問９をやってみましょう」 ２③p.117やp.118の定理により，Ｆ，Ｇもそれ。

ぞれ辺の中点であることがわかるから，
△ＢＡＤや△ＤＢＣで中点連結定理を用い
ることができる。なお，
「△ＢＥＦと△ＢＡＤでＡＤ//ＥＦを使って
△ＢＥＦ∽△ＢＡＤが証明でき，
ＤＦ：ＤＢ＝１：２がいえる。さらに
△ＤＢＣでは定理（p.117）１を使って
ＦＧ：ＢＣ＝１：２がいえる」などのよ。
うに考えてもよい。

２④ノートに証明する場合，問題文中に図が添
えられていても，ノートにも図をかくよう指
導する。

(50分)

//MN BC

1
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定理（p.87/3～9）を確認しましょう。

中点連結定理（p.120/7～11）を確認しましょう。



32５．相似な図形 （１３／１６）
目標 （１） 中点連結定理を使って図形の性質を証明することができる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 中点連結定理を使って図形の性質を証明する。
１①中点連結定理を確認する。

「例３を説明します」。
１②全部で５つある“平行四辺形になるための
条件（２年）を確認しておく。対角線ＢＤをひく ”

△ＡＢＤにおいて
１③板書しながら丁寧に説明する。2点Ｅ，Ｈはそれぞれ辺ＡＢ、ＡＤの

中点である。よって、中点連結定理より
ＥＨ ＢＤ …①∕∕

１
ＥＨ＝ ＢＤ…②

２
△ＡＢＤにおいて、同様にして
ＦＧ ＢＤ …③∕∕

１
ＦＧ＝ ＢＤ…④

２
①，③より
ＥＨ ＦＧ …⑤∕∕

②，④より
ＥＨ＝ＦＧ …⑥

(20分)⑤，⑥より、 組の対辺が平行で、長さが等しいので1
四角形ＥＦＧＨは平行四辺形である。

「問１０をやってみましょう」 １④問１０△ＡＢＣ，△ＡＣＤでそれぞれ，。
中点連結定理を使う。

１⑤ＰＲ＝ＰＱであることを証明する。

１⑥証明は例３のように、丁寧に書かせる。

(50分)

（１４／１６）５．相似な図形
目標 （１） “平行線と比”の定理を理解し，それを利用することができる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 直線が平行線に交わるときの線分の比を調べる。

１①全部で３つある“平行四辺形の性質”
（２年）を確認しておく。

１②定理（p.118）を確認しておく。
点Ａを通り に平行な直線をひき、 とç' ｂ，ｃ

１③丁寧に証明を説明する。の交点をそれぞれＤ，Ｅとする。
△ＡＣＥにおいて
ＢＤ ＣＥより∕∕
ＡＢ：ＢＣ＝ＡＤ：ＤＥ …①
四角形ＡＤＢＡと四角形ＤＥＣＢはどちらも' ' ' '
平行四辺形より

(25分)ＡＤ＝ＡＢ， ＤＥ＝ＢＣ …②' ' ' '
①，②より

' ' ' 'ＡＢ：ＢＣ＝ＡＢ：ＢＣ

２①問１の②は下図のように考える。
２ 平行線と比の定理を利用して問題を考える。

「例 を説明します」1 。

「たしかめ１をやってみましょう」。

「問１をやってみましょう」。

３ この時間の要点を振り返る。
「時間に余裕のある生徒には（やってみよう）や（数学のまど）を考えさせる」 (50分)。

定理（p.122/5～9）を確認しましょう。



33５ 相似な図形． （ ）１５／１６

目標 （１） “平行線と比”の性質を使って問題を解くことができる。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “平行線と比”の定理を利用して線分を決められた比に分ける方法について考える。

１①平行線は２枚の三角定規を使ってひく
「適当な長さの線分ＡＢを“平行線と比の性質”を使って３等分にしましょう」 （２年）。

「教科書（p.124/4～9）を読んで，その通りに作図してみましょう」 (10分)。
１②ＡＰ：ＰＱ＝ＡＳ：ＳＴまた，ＰＱ：
ＱＲ＝ＳＴ：ＴＢである。 (20分)

「問２を考えてみましょう」。

「問３をやってみましょう」。
(30分)

２ “平行線と比”の定理を利用して問題を考える。

。 ， 。「例２を説明します」 ２①例１を説明しながら問４をやってみせる

「△ＡＣＥはどんな三角形になりますか」

『二等辺三角形』
(40分)

「どうして二等辺三角形とわかるか説明しましょう」。

３ この時間の要点を振り返る。

「基本の問題（p.125）やってみましょう。残った問題はを宿題にします。 (50分)
次回までにやっておきなさい」。

（１６／１６）５．相似な図形
目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “章の問題Ａ”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)
「２番目の問題を解きましょう」。

(20分)
「３番目の問題を解きましょう」。

(35分)
「４番目の問題を解きましょう」。

(50分)

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。

「時間が来るまで“章の問題Ｂ（p.127）をやってください。この時間にやり残し”
た問題と“章の問題Ｂ”を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

この時間は，演習の時間にします。



34６ 三平方の定理． （ ）１／１２

目標 （１） 三平方の定理の意味を理解する。
準備 はさみ（カッターナイフ）

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 図（ ）でア～オの部分がカの面積になっていることを理解する。p.130 ○ ○ ○

「２０９ページの図のア～オの部分をきれいに切りぬいてください」○ ○ 。

『切りぬきました』。

「ア～オの部分をカの上にぴったりおさまるように上手に並べてください」○ ○ ○ 。

(30分)
２ 直角三角形の３辺をそれぞれ１辺とする３つの正方形の面積について調べる。

「１３２ページ①の表（１）をうめなさい」。

「斜辺を１辺とする正方形は、何マス分に相当しますか？」

『１３マス分です』。

「他の正方形はそれぞれ９マス分と４マス分ですね。これら３つの正方形の面積の
間の関係はどうなっていますか」。

『斜辺を１辺とする正方形の面積は，他の正方形の面積の和に等しいです』。

３ この時間の要点を振り返る。
２①時間に余裕がある生徒には，正方形の形を
変えて同じように調べることを課題とする。

(50分)

（２／１２）６．三平方の定理
目標 （１） 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）を理解し，証明ができるようにする。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）を理解する。
１①ＢＣは１６マスに相当し，ＣＡは９マス２ ２

「p.132/2～12を説明する」 に相当していることに注目させ，さらに。
ＡＢが何マスに相当しているかを調べさせ２

「問１をやってみましょう」 る。。

(20分)

２ 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）を証明する。 ２①ゆっくり丁寧に説明する。
②三角形の合同条件を確認しておく。

「p.133/2～15を説明する」 ③“～どれも定理にあたえられた直角三角形。
と合同である（p.133/2 ”とあるが，なぜ。 ）
合同といえるのかここで確認しておく。
④教科書に示されている図は，黒板にかいて

「問２をやってみましょう」 いるところも見せ，どの辺とどの辺が等し。
いか（ＡＰ＝ＢＱ＝ＣＲ＝ＤＳ＝ｂ，
ＰＢ＝ＱＣ＝ＲＤ＝ＳＡ＝ａ）
を印象付ける。

(50分)

Ｑの問題（p.130）をやってみましょう。

三平方の定理（p.132/15～18）を理解しましょう。



35６ 三平方の定理． （ ）３／１２

目標 （１） 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）を使って問題を解けるようにする。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）を使って，直角三角形の辺の長さを求める。

「例１を説明する」。

(20分)

「たしかめ１をやってみましょう」 １①ノートには，例１で示している書き方。
にならって書くように指導する。
（初めのうちは，できるだけノートにか
く習慣を身に付けるように指導する）「問３をやってみましょう」 。

(45分)

２ この時間の要点を振り返る。
(50分)

（４／１２）６．三平方の定理
目標 （１） 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）の逆を理解する。
準備 コンパス，電卓

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定浬（ピタゴラスの定理）の逆を理解する。

「 １①コンパスを使ってかかせる。Ｑの問題をやってみましょう」。

(10分)

「問1を考えながら，三平方の定理の逆を証明しましょう」。

「例１を説明します」。
(25分)

「たしかめ１をやってみましょう」 １②三角形の３辺のうち，一番長い辺を２乗し。
た値と他の２辺のそれぞれの２乗の和が等
しいものが直角三角形である。

(35分)
２ 基本的な問題をこなし，定着を図る。

「問２をやってみましょう」

「基本の問題（p.137）をやりましょう」“ ”

(45分)

３ この時間の要点を振り返る。

２①“三平方の定理の逆”を振り返る。

(50分)

三平方の定理より

より

となることを確認しましょう。

2 2 2a b c+ =
2 2c a b= ± +

0c > 2 2c a b= +

三平方の定理の逆（p.135/17～22）を証明しましょう。



36６．三平方の定理 （５／１２）
目標 （１） 三平方の定理を使って，三角形の高さを求めることができる。

（２） 三平方の定理を使って，特別な直角三角形の３辺の比について理解する。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定理を使って対角線の長さを求める。

１①△ＡＢＤは∠ＡＤＢ＝９０°の直角三角形

「例１を説明する」 であるので，ここに三平方の定理を使う。。

「たしかめ１をやってみましょう」 (10分)。

「問２をやってみましょう」 (20分)

(30分)２ 三平方の定理を使って三角形の高さを求める。

「例２を説明する」。

「たしかめ２をやってみましょう」。

(35分)

３ 特別な直角三角形について辺の長さの比を調べる。 (40分)

「p.139/12～14を説明する」 ３①三平方の定理を使う。。

３②残りの辺とは，ＡＢ，ＢＣ，ＣＤ，ＤＡの

「たしかめ３をやってみましょう」 ４辺である。。

(50分)「問１，問２を宿題にします。次回までにやってきなさい」。

（６／１２）６．三平方の定理
目標 （１）三平方の定理を利用して，円の接線や弦の長さ，２点間の距離を求める。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 円の接線や弦の長さを求める。 １①図は，教師用のコンパス，定規を使って，

黒板にかいて見せる。

「例３を説明する」。

「たしかめ４をやってみましょう」。

「問３をやってみましょう」。

(10分)

１②図は，教師用のコンパス，定規を使っ

て，黒板にかいて見せる。

２ ２点間の距離を求める。

１③どれが“弦”なのか確認しておく。

「例４を説明する」。

(20分)

。 ， 。「たしかめ５をやってみましょう」 ３①図は方眼黒板などを使って かいて見せる

(30分)

「問４をやってみましょう」 (40分)。

３②問７のように，２点の位置関係を把握

させるためにも図をかかせて、考えさせたい，

(50分)

ＡＰは接線ということから，△ＡＰＯはどんな三角形ですか。



37６ 三平方の定理． （ ）７／１２
目標 （１） 三平方の定理を空間図形に応用して問題を解く。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定理を使って，直方体の対角線の長さを求める。

①空間図形は生徒にとって，想像しずらい

「例１を説明する」 ものなので，できるだけ実物（直方体な。

らば，お菓子のケースで代用することも

可）を示して，具体的に考えていくよう

「たしかめ１をやってみましょう」 に指導する。。

(15分)

(25分)

「問１をやってみましょう」。

(35分)

「問２をやってみましょう」。

(50分)

（８／１２）６．三平方の定理
目標 （１） 円錐や角錐の体積（高さ）を三平方の定理を使って求めることができる。

準備 （画用紙でできた）正四角錐（展開図は留意点 ）○参
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定理を使って，角錐や円錐の高さと体積を求める。

「例２を説明する」 ①ゆっくり丁寧に説明する。。

②画用紙で作った正四角錐（すぐ展開できるよ

うにしっかり作らない）を示しながら，高さ

を確認する。

(30分)

。 ， 。「問３をやってみましょう」 ①円錐の高さは で計算できる

参○

２ この時間の要点を振り返る。

(50分)

2 29 6−

５ｃｍ ５ｃｍ

６ｃｍ ６ｃｍ

円錐の高さを三平方の定理を使って，求めてみましょう。



38６．三平方の定理 （９／１２）
目標 （１） 三平方の定理を使って，いろいろな問題を解く。
準備 （説明用に）１１０ページにある四角柱の展開図をＡ３サイズ（大きさは適当）の画用紙いっぱいに拡大した展
開図 （できれば目立つ色の）糸，

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 立体にまきつけた糸の最短の長さをその展開図から求める。

「例１を説明する」。

「画用紙で作った四角柱（すぐ展開できるようにしっかり作らない）を示しながら，

ＡからＧに最短で糸をまきつける」 (20分)。

「糸の上から四角柱の表面上に印を付けていき，四角柱を広げていき展開図にする」 １①ＡＧ間の最短とは，線分ＡＧのことであるこ。

とを強調する。

「展開図にかかれた線は，どのような線に見えますか」。

(30分)

『ＡとＧを結んだ直線です』。

「ＡＧの長さを三平方の定理を利用して，求めてみましょう」。

『 です』。

(50分)

（１０／１２）６．三平方の定理
目標 （１） 三平方の定理を使って，いろいろな問題を解く。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 三平方の定理を利用して方程式をつくり、それを解いて問題を解決する。

１①教科書（p.145/2～7）の例２を読んで，

「例２を説明する」 問題を把握させる。。

(10分)

考え方を説明する

『ＭＦ＝ＤＦ『ＭＥ＝ＤＥ『ＢＭ＝ＣＭ』』 』

「ＣＦ＝ ｃｍとすると，ＤＦは を使って，どのように表すことができますか」。
(20分)

『ＡＢ＝ＣＤ＝４ｃｍですから，ＤＦ＝４ ｃｍです』。

「ＭＦ＝ＤＦ＝ ですから，直角三角形ＦＭＣに三平方の定理を使って，
(25分)

の値を求めてください」。

『 ですから，
(30分)

となり，この２次方程式を解いて， です』。

「問４をやってみましょう」。

(50分)

「この時間にやり残した問題を宿題にします。次回までにやっておきなさい」。

x x

x−

4 x− x

2 2 26MF =CF +( )
2

2 2 2(4 ) 3x x− = +
7
8

x =

四角柱にまきつけた糸が一番短くなるときの長さを求めましょう。

2 2 2 2(5 4) 3 9 3 90 3 10+ + = + = =



39６ 三平方の定理． （ ）１１／１２

目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。
指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “基本の問題”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)
「２番目の問題を解きましょう」。

(20分)

「３番目の問題を解きましょう」 (30分)。

(40分)

「４番目の問題を解きましょう」。
(50分)

（１２／１２）６．三平方の定理
目標 （１）演習問題をおこない，この章の学習内容の定着を図る。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ “章の問題Ａ”を解く。

「1番目の問題を解きましょう」。

(10分)
「２番目の問題を解きましょう」。

(20分)
「３番目の問題を解きましょう」。

(30分)
「４番目の問題を解きましょう」。

(40分)
「５番目の問題を解きましょう」。

(50分)

２ “章の問題Ｂ”を宿題にする。

「この時間にやり残した問題と“章の問題Ｂ”を宿題にします。次回までにやって
おきなさい」。

この時間は，演習の時間にします。

この時間は，演習の時間にします。



40いろいろな問題 （ ）１／２
目標 （１） ある事柄を数学的に考え，そこから規則性を発見できる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 立方体について，小さな立方体に切り分けたときの規則性を調べる。

①できれば，画用紙で適当な立方体を２７個つ

。 ， 。「p.166/2～5を確認する」 くり これを使って説明すると理解が早い

「p.166/9～10を確認する」 (10分)。

「問１を考えてみましょう」 (20分)。

「問２を考えてみましょう」。

(30分)

「問３，問４を考えてみましょう」。

(40分)

「問５を考えてみましょう」。

(50分)

（２／２） ＜ｐ．１６８＞いろいろな問題
目標 （１） ある事柄を数学的に考え，そこから規則性を発見できる。

指導者の働きかけと生徒の学習活動 留意点（時間の目安）

１ 見方を変えて，個数の変化を調べる。

「p.168/4～6を確認する」。

(10分)

「問６を考えましょう」。

「問７を考えましょう」。

(25分)

「p.168/13～16を確認する」。

「問８を考えましょう」。

(40分)

「問９を考えましょう」。

(50分)

辺の長さ（ｃｍ） ３ ４ ５ ６１

３立方体（個） ８ ８ ８ ８

２立方体（個） １２ ２４ ３６ ４８

１辺が３ｃｍの立方体を切り分けるとき，２つの面だけに色がついた立

方体は何個できますか （p.166/6～8）。

もとの立方体の１辺が３ｃｍのとき，１の立方体は６個できます。この

個数は立方体の何の数と等しいでしょうか （p.168/2～3）。


